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津山弥生の里文化財センター職員はもとより、関係者の皆様の啓蒙・啓発の努

力もありまして「埋蔵文化財」の認識やその重要性について、年々ご理解、ご協

力をいただけるようになってきました。

最近では、開発計画をされる方々から事前協議がなされるようになり、文化財

センターの助言が求められることが急増 してきました。これはほんの一例にすぎ

ませんが埋蔵文化財が周知されてきた現れと思います。

ところで、経済活動の回復の遅れが長引いてお り、財政事情もなかなか好転の

兆 しが見えないようです。当然、この余波は「非生産的なもの」と誤解されやす

い私たちの業務にも及んで、これ以上のバックアップは望めない現状です。この

年報 も刊行が継続される絶対の保証はありません。

しかし我々職員一同、より合理的で高度な知識と技術を駆使 し、敏速な行動で

確実な成果を上げるよう努力 していく所存です。

今後 も関係者の方々、市民各位のご理解を賜 りますようお願い申し上げます。

平成 9年 3月 31｀日

津山弥生の里文化財センター

所 長  神 田  久 遠



津山弥生の里文化財センター機構図

津山弥生の里文化財センター職員配置 (H9。 3.31現 在 )
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本書は、津山市教育委員会津山弥生の里文化財センターが平成 7年度に実施した事業概要について

まとめたものである。

1.埋蔵文化財の発掘調査は、中山俊紀、安川豊史、行田裕美、小郷利幸、平岡正宏、坂本心平、庶務

を青木睦子、出土遺物の整理は野上恭子、岩本えり子、家元弘子、民俗資料の整理は江見祥生が主

として担当 した。本書の執筆は各担当者がおこない、編集は小郷がおこなった。
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1.津山弥生の里文化財センター事業概要

(1)展示事業

◆入館者数

当センターは開館 してから、今年で 6年 目を迎えました。入館者数は平成 7年度末現在で延べ 41,

598人 に達 しました。 しか し、高 。大学生、老人はあいかわらず減少の傾向にあ ります。

昨年度の入館者数は下表のとお りです。

平成 7年度総不U用 者数内訳

◆民俗資料について

①今年度は、昨年度の「嗜好品用具」、「飲食用具」のコーナーを一部変更しました。

②『住居』のコーナーを設け、「家具、調度」に関する道具類を展示、収蔵しました。

(例)小物入れ、蝿とり、行灯、十能

③見学者の参考になるようにと、「醤油舟」、「コキ箸」の複製品を作製し、展示しました。

これらの中でも、「コキ箸」は、他の脱穀道具 (麦打棚、千歯)と その性能を比べることができ、

「後家倒し(ごけだおし)」 の通称もよくわかり、小学生の学習に役立つと好評をいただいております。

今年も民俗資料及び展示に関するたくさんの貴重な御意見をいただきました。有り難うございました。

(江見祥生 )

区分/月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間合計

一  般 225 409 261 202 302 221 344 61 72 73
刀
■

●
々 2,568

高 。大 9 36 1 49 57 8 1 0 1 184

/Jヽ ・中 611 48 140 205 26 263 85 9 39 154 280 1,973

老  人 22 44 9 10 3 5 0 2 0 27

合 計 369 1,100 321 400 574 195 488 435 70 114 235 563 4,864

嗜好品用具、飲食用具展示風景
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◆民俗資料紹介

今回は、「こも編み機 Jを紹介 します。

これは、昔の農家には必ず 1台 はあったもので、「台 (脚 )」 と「棒 (横木)J、 「つちのこ」 (8個

1組)か ら成 り立っています。 (下図 )

これについて、い くつかの聞き取 り調査を行いました。 (1996.4)

(対象は津山市近郊の農家の 71歳の男性の方 )

①材質はなにか ?

「棒 (横木)」 …松が多い。

理由 (1)当地方には細い松が多かった。

(2)木が真っすぐで、削らなくても使えた。

「台」…堅木。クヌギ等二股になり、さけにくく使いやすいもの

「つちのこJ ―カシが多い。

理 由 (1)摩減 しに くい。

(2)目 方がいる。

②「棒 (横木)」 の長さは?

約 133～ 1 4 0cm。 中央部 110～ 1 1 3cm。 む しろの幅の長 さに してある。

③小縄の長さの単位は ?

「ヒロ」 (尋)を使う。一尋は160～ 1 7 0Glalで 大人が両手を広げた長さをいう。

④小糸話はどのような材料を使うか ?

衰の場合― 麻縄、シユロ縄、藁縄 (「藁すぼ」※注 1)

米俵の場合―藁縄 (こ の藁は、餅藁で文が長い方が良いので、晩生の藁を使う。)

⑤これで編めるものは ?

こも、衰、米俵、灰フゴ等

⑥編むときの小縄の巻き方にコツがあるのか ?

「つちのこ」に巻くとき、縄の経りが戻らないように注意する。

小縄が簡単に繰り出せるように巻き付けることも大切だ。 (図 a～ d)
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⑦一日の作業量は「こも」でどのくらいか ?

人により、いろいろだが「上 (う わ)ゴモ」

位。 (夜業は約 2時間半の間、仕事量は昼の ユ

以上の回答を得ました。

※ (注 1)… この小縄は「藁すぼJ(節をと

す。

(俵の外 身 )で 20枚位が標準である。夜業では、 5枚

//3が 目安 )

つた、節の間だけ)で編む。下図にその違いを写真で示

次に「実俵コモ」を見本に編み方を慨略して説明します。

順序

① 材料を吟味し、用意する。

② 小縄をなう。

③「つちのこ」に小縄を巻く。

④「棒 (横木)Jの刻み目に①を置く。 (4対 )

⑤ 材料を一掴み程づつ、編み手の左右に置いて材料の供給をスムーズにする。

⑥ 小縄の上に藁を置いて、手前側の「つちのこJを 右手に持ち、左から向こう狽1の右へ置いて編

んでいく。このとき右手の親指で均等の力で網目をしっかりlq」 さぇておくのがコッ。

以上の手順で編んでいきます。

先の調査で、夜業の話がでましたが、夜業についてさらに質問したところ、『私達の年代でも子供

のときのことなので、よく覚えてないが、近所の同年配の人で、調べた人がいる』とのことで、後日次

‐一・・・一一一．
，・ド

普通の小縄 藁すばの小縄
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の表を入手することが出来ました。

(本人の了解を得て一部変更 しています。空白部は不明部分。なお対象は男性のみ)

農家作業調査 (1996.6) 綾部 内田 泉美氏 昭和 10(1935)年 頃の様子

夜業ではこの他に桟俵も多 く作られたということですが、これは簡単に作れるので、数量は一定では

ないということでした。

この夜業は主に農閑期に行われ、ほのぐらい明かりの元での仕事は、厳 しいものだつたそうですが、

一方では社交の場でもあり、団築の場でもあったということです。          (江 見祥生)

◆ 啓発・普及活動

【刊行物】

◎『年報 津山弥生の里第 3号』

◎『長畝山北 11号墳』津山市埋蔵文化財発掘調査報告第 57集

【講演会・研究会】

☆第 14回 津山市文化財調査報告会

平成 8年 2月 24日 (土) 場所 津山市総合福社会館

講演

「折口学による日本の神々」 歌人 穂積生萩先生

調査報告

「西吉田北遺跡の調査」 津山弥生の里文化財センター 坂本心平

「仁木永祐の顕彰碑について」 津山洋学資料館 乾 康二

「森家江戸藩邸について」 津山郷土博物館 尾島 治

★美作考古学談話会

第 1回   5/13(土 )津山の遺跡について (小郷利幸 )

第 2回  7/ 1(土 )考古学から見た「まつり」のはじまり (行田裕美)

第 3回  9/ 2(土 )古墳時代の集団組織 (中 山俊紀 )

第 4回  11/11(土 )陶棺を考える (安川豊史)

第 5回   1/20(土 )発掘調査現場の見学 (小郷利幸)

第 6回  3/ 9(土 )稲作以前の食生活 (坂本心平)

名称 1日 (朝～晩)作業量 夜業 (7～ 9時半)作業量

実俵 ゴモ

(俵の中身できつ く編む)

/Jヽ糸亀 (1丸覚に 1 0景草) と2 5オ史 7枚 (1枚 40編 )※ (注 2)

上 ゴモ 小縄 (同 11尋)と 20枚 5枚

/Jヽ糸邑 60～ 70尋

む しろ /」 縄ヽ (60尋、 38本 )と 1枚 縄立て (む しろ機の )

灰ふ ご 1荷 (2個 )

士泉

編むだけで 1/2

(/Jヽ糸電と藁は別 )

※ (注 2)……。1本の縄 につ き40編みの意味。
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☆発掘調査速報展

「津山の歴史を掘るJ平成 5年度速報展

平成 7年 4月 1日 ～平成 8年 3月 31日

展示遺跡及び主要な出土品

河辺上原遺跡 (津山市河辺 )

須恵器、土師器、鉄器、玉類

緑山北遺跡 (津山市綾部 )

弥生土器

西奥田追跡 (津山市大田)

縄文土器、土師質土器、銭貨、鉄釘、

銅製煙管

◆寄贈資料

【民俗資料】

〔考古資料】

坂手 幸義 1 短刀 1点

平成 5年度速報展「津山の歴史を掘る」

清水真佐子 下駄 1点

二木 一 はり板 2点

梶 岡 辰男 横杵 2点、 コキハ シ 1点

岡田阿弥子 洗濯板 1点
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(3)その他の事業

★埋蔵文化財分布調査

平成 8年 2月 22日 ～ 3月 31日

津山市上横野・山方地域

★遺跡の保存・管理

中官 1号墳横穴式石室補修工事

日上畝山古墳群墳丘測量調査

美和山古墳群草刈

沼遺跡草刈

井口車塚古墳草刈

正仙塚古墳草刈

日上畝山古墳群

波」量風景

分布調査風景
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里の生弥生再

市民及び観光客に親 しまれている沼住居跡は、 1952年 (昭和 27年 )に発見された弥生時代中期

を中心にした集落遺跡です。 1956年 (昭和 31年 )7月 4日 には津山市の文化財に指定され、今 日

にいたっています。

現在は、竪穴式住居 2棟、高床式倉庫 1棟が復元されて、史跡公園弥生の里 として整備されています。

平成 2年 11月 の津山弥生の里文化財センターオープン以来、当センターが管理をしています。

津山やよいライオンズクラブ (九尾泰三会長)に は復元当時から、諸施設の設置や年 1回の草刈奉仕

作業など整備に多大のご協力をいただいています。

今回も老朽化 した諸施設の取 り替え、樹木の植栽などの寄贈 を受けました。この寄贈により、弥生の

里の散策が しやす くなり、景観 も見違えるようにきれいになりました。

本来、行政が担 うべ き基本的な業務をいち早 く察知され、毎回寄贈いただいていることにたい し、厚

くお礼申し上げるとともに、少 しでも長 く活用できるように管理 していきたいと思っています。

津山ライオンズクラブのますますの発展を期 し、そ して、今後 とも弥生の里の整備にご助力をいただ

くことをお願いして、おネしの幸R告 とします。

(青木隆子 )

【寄贈年月日】 平成8年 5月 27日

【寄贈 目録】 ①昭和51年設置の三角標柱のステンレス製への取り替え (写真 1)

②案内板の取り替え (写真 2)

③擬木ベンチの設置 (写真3)

④枝垂れ桜 (5本 )植栽 (写真4)

⑤外灯柱塗り替え (写真 5)

＼
漕

Ｎ

淋

却

林

ミ

ト

ーー

臣

厨

ＩＩ
Ｉ

址

斜

＝
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大田大正開遺跡の調査

大田大正開遺跡は、津山市街地北方の

低丘陵、旧岡山県酪農試験場跡地に位置

する。同地が、県北 リゾー トセンター建

設予定地として確定されたため、岡山県

教育委員会は、対象地 28haに ついて

平成 5年度に確認調査を実施。 5箇所の

事前調査必要範囲が決定された。大田大

正開遺跡は、この内の 1地区に相当し、

津山市がこの部分で施設建設を予定 して

いたため、その部分の調査は津山市教育

委員会で実施することとなり、建設計画

が確定 しているリージョンセンター建設

部分及び公園遊歩道部分について、今回

調査 した。

調査期間は平成 7年 11月 17日 から

27日 までで、調査面積はリージョンセ

ンター部分約 450ポ 。遊歩道部分は幅

2mの試掘 とし、総延長 180m、 調査

面積約 350ポ である。

拝学イYし/

ジョンセンター

■
，
／
／
１
１ す

＼
ヽ

各

＼
蔚
云

▼
も

0              50m

図2 調査区位置図 (縮尺1:2500)

8竹 ノ下遺跡

9高橋谷遺跡 (一丁田遺跡 )●

図1 位置図 (国 土地理院2万5千分の1地形図「津山東部」)
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翔

現f観饗

図3 調査区平面図 上 :リ ージョンセンター調査区 (縮尺1:200)

下 :遊歩道調査区 (縮尺1:600)
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遺 構

リージョンセンター調査区

基本的層序 40～ 6 0cm程 の耕土層を取 り除 くと、基盤の地山層が、緩 く南に傾斜 して広がっていた。

対象地は、水田及び畑地 として永 く使用されて、基盤層以上は大型機械による撹乱を全面に受けてお り、

基盤層にも大型機械の掘削によるとみられる南北方向の細い併行の溝跡が密に発見された。また、北部

分では基盤層上部に造成土が広がってお り、かって、掘削、埋立が繰 り返 されたことが想像できた。こ

のため、検出遺構 も例えば柱穴などは深さ 10mほ どをかろうじて残すのみで、多 くの部分は既に消失 し

ていると考えられた。

遺構 発見された遺構は、柱穴 45本、土坑 1、 溝状遺構 1である。柱穴は大 きいもので直径 3 5cm

程度、小 さいもので、杭先端痕かとみられる直径 1 0cm内 のものまでが含まれる。いづれも、まとまり

なく散在 し、建物等の遺構を推測させるものはなかった。所属時期 も多時期にわたるものとみられ、弥

生土器細片を含むもの数本、中近世陶磁器片を含むもの数本、他は無遺物である。 (な んらかの遺物を

含んでいたもの 10本 )

土坑は、 1辺 lm内外の方形土坑 とみられるものであるが、調査区外にかか り西側半分は調査 してい

ない。深 さ2 0cm程 を残 し、底面は平であつた。埋土は暗掲色土であったが、遺物の発見はなく、時期

不明。

溝は、幅 5 0cm程度で深さ 1 0cm内 外。 2mほ どにわたって検出されたもので、底及び壁面が不整形

で、自然に形成された可能性が強い。遺物は、測図可能なものがない。なお、遺構検出時にサヌカイ ト

チップ少量を発見 した。

遊歩道調査区

基本的層序 北部分は地山面が高 く、表土下 2 0cm程で地山

岩盤にたっした。重機による、削平造成が考えられ、遺構の発見

はなかった。また、南端部分 も類似状況を示 していたが、この

部分は、暗渠、建物基礎、用排水パイプ等が縦横に巡 らされて

いた。中央部は、浅い谷伏を呈 し、基盤層まで 80～ 1 2 0cm

の堆積土が存在 した。このうち、表土下 60～ 1 0 0cmは 地山

ブロックを含む造成上で、重機による盛土 と判断された。以下、

近世遺構の水田耕土層が広がつてお り、地山に達する。

遺構 水田畦畔様遺構、溝、段等が発見された。水田畦畔様

遺構は、幅 3 0cmの責色地山ブロックが 7m程 にわたり直線状

に発見されたもので、両恨1に 幅 2 0cm程の溝が取 りつき、近現

代水田の畦畔と判断された。溝は端正な壁面をもち、内部に砂

質土が充満 し上部を黄色地山ブロックで埋めたもので、水田暗

渠 と考えられる。段は方形住居の 1辺 を思わせるものであった

が、暗渠を切つてお り、近現代の遺構 とみられる。

1地山ブロ ックを含む辻成上

21音灰色粘質上

3貫 色ナ也山ブロ ック

41き灰色上

5褐色砂

6暗灰色粘質よ

図4 畦畔様遺構断面図 (上 )

溝断面図 (下 )

<いずれも縮尺1:40>

(中 山俊紀 )

||
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西奥田遺跡発掘調査概要 (平成 7年度)

1 はじめに

本遺跡は津山市街地の北方、市北部の山裾から

南々西に延びたなだらかな丘陵上に位置する (第

1図 )。 今回の調査部分の南西に隣接する地区は、

平成 5年度に津山市教育委員会が調査を行い、近

世墓群などが検出された (註 1)。 また、北東に

近接する地区は平成 5年度に岡山県教育委員会に

よる調査が行われ、紀文時代早期の竪穴住居など

が検出されている (註 2)。

2 調査の概要

この調査は市道 2009号 線の拡幅工事に先立

つものである。調査は平成 7年 5月 10日 から 5

遺跡推定範囲内の工事対象部分すべてである。調査面積は約 910ポ である。

月 19日 にかけて行った。調査区は平成 5年度調査のTl、 T2を 北東に延長 した位置で、
っ
っ
　
　

　

一―
■

調査範囲は

発掘調査は、津山市教育委員会・津山弥生の里文化財センター主査行田裕美、同主事坂本心平が担当

した。発掘作業にあたっては津山市シル

バー人材センターにお世話になり、また

下記の方々のご協力を得た。記 して深 く

感謝致 します。

(発掘作業)末澤賢次、藤沢淳一郎、

山下加海

3 遺構

全般に遺構密度は低いが、建物跡 1

(SBl)、 陥 し穴 1(SKl)、 土媛

1、 小 ピット若千が検出された。以下、

主な遺構について述べる。

SBl(第 4図 )

建物東側部分については明らかでない

が、東西棟 と考えられる。梁間 2間、柱

穴間の距離は 1.7m、 桁行は不明であ

るが、柱穴間の距離は3.7mで ある。

明確に時期を決定できる遺物は出土 して

いない。

第1図 遺跡位置図 (S=1/50,000)
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第2図 調査区位置図 (S=司 /2,000)



|
L=164m

0                2m

第4図 建物跡 (SB刊 )平 。断面図 (S=1/80)

lm

|||:IIt illl14iil:|||:i:::::|||,|II:::iil

陥 し穴 (SKl)平・

断面図 (S=1/40)

遺構固E置図 (S=1/400)

第6図 縄文土器写真 ,実測図

(S=2/3)

SKl(第 5図 )

縄文時代の陥 し穴 と考えられるものである。検出面での直径約 1.3m、 深さ約 1.2mを 測る。

壁面は中程から下へ傾斜が強 くなり、底面には直径 1 2cmの 小 ピットが存在する。遺物は出土せず、正

確な時期については明らかでない。

4 遺物

SBlの柱穴埋土から、混入と考えられる縄文土器片 1点が出土 した (第 6図 )。 破片は口縁部付近で、

イ

L=1635m
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端部外面を粘土帯の貼 り付けにより、幅 l cm程 で肥厚 している。内、外面とも無文で暗灰褐色を呈 し、

外面はナデ仕上げ、内面はヘラ磨 きのようである。 彦崎KI式 とされるものに類例が見 られ (註 3)、

縄文時代後期中頃のものと思われる。

また、遺構に伴わない遺物 として、弥生土器小片、サヌカイ トチップ若干が出土 した。

(坂本心平 )

(註 1)第 2図 Tl～ T5。 安川豊史「西奥田遺弥発掘調査概要」『年報 津山弥生の里』第 2号津山

弥生の里文化財センター 1995年

(註 2)岡本寛久「Ⅸ.確認調査概要 〔1〕 酪農試験場地内遺跡 (大 田遺跡 )」 F岡 山県埋蔵文化財報

告』 24 岡山県教育委員会 1994今

(註 3)間壁忠彦・間壁蔑子・藤田憲司・小野一臣『広江・浜遺跡』倉敷市教育委員会  1979年

図 33・ 44～ 55 他

1建物llLl(北 から)

2土媛 (陥 し穴)1(東か ら)
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ヒナメ琢 1号墳

1.は じめに

ヒナメ塚 1号墳は津山市上横野 4341-1

3番地に所在する。本古墳は 1982年 、津山

市教育委員会発行「津山市遺跡地図J NO。 1

47に相当するものである。このNO。 147

は古墳 2基よりなり、上原古墳群 と命名されて

いる。しか し、地元ではこの古墳はヒナメ塚 と呼

称 されていることから、今回の調査 を機に、北側

の山側に位置するものをヒナメ塚 1号墳 (第 1

図 1)、 南狽1の尾根先端部に位置するものをヒナ

メ塚 2号墳 (第 1図 2)と 改名することにす

る。

また、NO.145は 遣跡地図では弥生の散

布地で、上原遺跡 として登録されている (第 1

図 3)が、この遺跡範囲の北側に隣接 して円墳

7基が分布する。 1966年 から67年 にかけ

て調査 された弥生時代の土壊墓群である上原遺跡 (第 1図 4)

これらを一括 して弥生散布地を含んだ上原古墳群 と命名するこ

界1図  位置図 (S=1:25,000)

(註 1)と の混同を避 けるため、

とにす る。

2.古墳の立地

標高 290mの 丘陵頂部から南に派生 した尾根の中位に 1号墳、先端部に 2号墳が位置する。頂部

からす ぐ南はかなり急傾斜になっている。その傾斜が緩やかになった位置に 1号墳が位置する。従っ

て、 1号墳は急傾斜の法面をバ ックに配 したような立地環境にある。ちなみに、丘陵頂部 と古墳 との

比高差は30mを 測る。

3.調査に至る経過

ヒナメ塚 1号墳は横穴式石室をもつ円墳で、天上石、羨道部両壁石、外護列石が部分的に露出して

いた。地元の人の話によると「以前、掘つたことがある」 と言うことであった。津山市においては、

外護列石をもつ古墳はあまり知られてないことから、露出している石を中心に輪郭を検出し、測量図

を作成することを目的に調査 を実施 した。

4.調査の経過

調査にあたり、平成 8年 3月 31日付け、津教委文第 131号 で文化財保護法第 98条の 2に基づ

く埋蔵文化財発掘調査通知書を岡山県教育委員会に提出した。

発掘調査は 3月 27日 に開始 し、 3月 29日 には終了 した。測量は年度が替わつた 4月 8日 から4
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月 11日 まで実施 した。

調査関係者は次のとお りである。

【調 査 担 当】 津山弥生の里文化財センター 行田裕美

【発掘作業従事者】 (社)津山市シルバー人材センター

稲垣光男 稲垣裕史 梶尾嘉明 谷口末男 藤沢淳一郎 森二三夫

【測量作業従事者】 津山弥生の里文化財センター

坂本心平 青木睦子 野上恭子 岩本えり子

第2図 墳形測量図及び断面図 (S=司 :200)
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第3図  外護列石立面図 (上)、 平面図 (下)(S=1:100)

5.調査の記録

現況観察での所見

山側斜面を弧状に削 り出し、周溝を形成 している。周溝は山側の半分だけで、南の谷側は自然傾斜に

よって解消される。横穴式石室をもつ円墳である。

墳頂部の盛 り土は全体に流失 している。特に、南半は著 しく、天上石が露出している部分が多い。天

上石の隙間から石室内部を覗 くことができるが、流入土でほんんど埋め尽 くされている。

羨道部、外護列石を構成する石は部分的に露出している。

測量調査の所見

測量は墳丘の最高所 を± 0と し、2 5cm間 隔で等高線を入れた (第 2図 )。 その結果、東西 17m、南北

15mの やや偏平な円墳 になることが判明 した。山側には底面での幅約 2mの周溝が半円状にめ ぐる。

北側周溝の上端から底面までの比高差は 1.5mを 測る。南恨1墳端から墳丘最高所までは 4m強 を測る。

石室 。羨道 。外護列石 (第 3図 )

石室は調査 してないため、構造規模は不明である。ただし、無袖式の石室の場合だと、幅が 1.5m

強、高さも同じ値 ぐらいの規模になることは想定することはできる。

羨道部についても石室同様、多 くを語ることはできない。

外護列石は天上石の南端から2.5m付 近から湾曲し始める。直線での長さは東側が 6.5m、 西側

が 5.5m強 を測る。外護列石は 1段で横口積みである。列石は図示 した範囲内で納まり、これより

奥には続かない。従つて、前面にだけ採用されたものである。
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出土遺物

羨道部付近の石を検出中、陶構片が若千量出土 した (図版 3-2)。 土師質亀甲形陶棺の破片である。

他には土師質土器の小片が 1点出土 しただけである。

6.おわりに

津山市内ではタト護列石をもつ古墳は柳谷古墳 (註 2)が唯一知 られているだけである。この古墳は 6

世紀末から7世紀初め頃の径 10mに も満たない小円墳である。埋葬に陶棺は採用されていない。削平

が全体に進んでお り、遺存状態は良くないが、谷側の墳端部に数個の円礫がかろうじて残つていた。

ヒナメ塚 1号墳の所属時期は明らかではないが、陶棺をもつことから柳谷古墳 とそう時期が隔たるも

のではあるまい。そうすると、 6世紀末から 7世紀初頭を前後する時期に外護列石をもつ古墳築造の技

術が津山市内においても認められるということになる。 しか し、このことは今 日までの調査成果に基づ

く限 り、決 して普遍的なものではなく、逆に特異な現象 ととらえるべ きであろう。

最後に、本古墳の調査に快 く承諾 して頂いた地権者の高山佳宣さんに心 より感謝申し上げおわりとす

る。

(行日裕美 )

(註 1)近藤義郎「上原遺跡」F岡山県史』第 18巻考古資料  1986年

(註 2)保 田義治「柳谷古墳」津山市埋蔵文化財発掘調査報告第 24集津山市教育委員会  1988年
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1,調査前の状況

2 調査風景
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図版2

1 調査終了後

2 東外護列石
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1 西外護列石
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2 出土陶棺片
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2.資料紹介・研究ノー ト

-25-



津山の弥生土器 2(甕形土器・ 高イ形土器)

中山 俊紀

前期の甕形土器

津山では、天神原遺跡、高橋谷遺跡、京免遺跡等で前期の上器が発見されている。いずれの上器 も前

期後半に属するもので、前期前半に遡るものは、今のところ発見されていない。

各遺跡で発見されている甕形土器の基本的な形は、縄文土器以来の深鉢形を呈する。これらは口縁部

断面が如意形を呈するもの (A)と 、断面三角形の貼付口縁帝を有するもの (B)の二種に大 きく区分

される。Aは 、口縁部に沈線を巡 らす ものと無文のものの 2種があ り、Bは ほぼ例外なく沈線を巡らし

ている。この沈線文は、天神原遺跡出上のものでは 2～ 3条で、幅の太い線をもつものが含まれ、京免

遺跡出土のものは、多条化 して 10条前後を巡 らしている。

継続形集落である高橋谷遺跡出土のものには、さらに本数の多いものもあ り、沈線の多条化は、おお

むね時期的推移を示 しているとみてよい。

中期の甕形土器

深鉢形の甕は中期前葉までみられるが、口縁部下の沈線文が櫛状の工具によって施文されるように変

わる。高橋谷遺跡では、この櫛描文の条痕に櫛の目の荒い沈線文風仕上げのもの少数と、櫛 目の細かい

いわゆる櫛描文風のものがある。前期からの施文の変遷に位置づければ、前者は櫛描文化 した甕のなか

でもより先行することが推測されるが、今のところ資料点数は少なく、現状でははっきりしない。

中期前葉から中葉にかけ、胴部が卵形を呈する弥生形奏 (C)が出現する。 Cは、法量で大 (Cゼ )

中 (Cm)に区分できる他は、いづれもくの字口縁を呈する単純な形態のもので、施文及び口縁端部のそ

りや、わずかな肥厚によって特徴の差が認識されるにすぎない。

中葉の後半には、この甕に加え、口縁部を上下に拡張 し、端面に凹線を巡 らす弥生形甕 (D)が追加

され (Dを 、Dm)、 後葉になると甕 Cが衰退 し、奏Dが優勢 となる。

後期の甕形土器

後期前葉は、中期末の様態を受け継 ぎ、奏Dが主流を占める。また、小形の甕Dsが普遍化する。前葉

末から中葉になると、中期以来の系統変化を主要因として成立する二重回縁の美作形 とも呼ぶべ き形態

の奏が形成されて くるとともに、山陰の九重式の影響を受けた二重回縁で、口縁外面に櫛描平行沈線文

を巡 らす出雲形甕が、特定の遺跡で集中して発見されるようになる。

後葉になると、播磨や但馬地方の影響 とみられるタタキ成形を特徴 とする播磨・但馬形甕が、市内東

部を中′ふに目だちはじめ、さらに後葉から終末期には、山陰地方に広 くみられるような薄手のシャープ

なつ くりで、肩部に平行櫛描文や櫛構波状文を伴 う伯者、因幡形奏が多 く発見されるようになる。

なお、細部は煩雑になるため割愛するが、外来要素により区分 した甕 も、現実にはそれぞれの相互変

容の結果、多様な変異群 として存在するということは注意 しておきたい。
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中期の高ITh形土器

中期前葉以前の高郭形土器は、断片的な資料 しかないため、中期中葉以降の高年について概観する。

中期高杯は、椀形杯を基本とする。国縁部の形態により、端部肥厚形 と、その亜形 とみられる端部T

字ないしはイの字形断面を呈する端部拡張形、鍔形高杯、および端部逆 L字形高杯に大 きく3区分され

る。

端部肥厚形高杯は、中期後葉に形態分化がおこり、杯部が強 く屈曲するものが出現する。この分化 と

同時に、端部肥厚形高杯及び鍔形高年に大形個体が出現する。次回にふれる器台形土器の大型化 ととも

に、高杯形土器の大型化は津山地方の中期後葉土器の一特色 となる。

後期の高jTh形土器

小形の端部肥厚形高年のうち、外屈曲の強い個体は後期に継承 され後期初頭の高杯の主流 となるが、

若千の変異を生みなが ら、後期前葉には姿を消 してい く。

相前後 して、杯中位から二段に立ち上がる二段lTk形高郭が出現 し、以後後期から古墳時代にいたるま

で一貫 した主流高杯 となる。

また、遅 くとも後期中葉には皿形高郭が出現 し、後期末には、伯者・因幡形高郭が出現する。

掲載土器出典

「天神原遺跡」

「高橋谷遺跡」

岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 7 岡山県教育委員会  1975年

1975～ 77年にかけ津山市教育委員会が調査。報告書未刊。

「京免・竹ノ下遺跡」 津山市埋蔵文化財発掘調査報告第 11集 津山市教育委員会 1982年

「高本遺跡」     岡山県埋蔵文化財発掘調査報告8    岡山県教育委員会 1975年

「沼E遺跡Ⅱ」    津山市埋蔵文化財発掘調査報告第 8集  津山市教育委員会 1981年

「下道山遺跡」    岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 17   岡山県教育委員会 1977年

「塚山遺跡群 I」    久米開発事業に伴う文化財調査委員会           1979年

「大田十二社遺跡」  津山市埋蔵文化財/‐t掘調査報告第10集 津山市教育委員会 1981年

「一貫東遺跡」    津山市埋蔵文化財発掘調査報告第43集 津山市教育委員会 1993年

「二官遺跡」     岡山県埋蔵文化財発掘調査報告28   岡山県教育委員会 1979年

「金井別所追跡」   津山市埋蔵文化財発掘調査報告第25集 津山市教育委員会 1988年

「押入西遺跡」    岡山県埋蔵文化財発掘調査報告3    岡山県教育委員会 1973年

「領家遺跡」     岡山県埋蔵文化財発掘調査報告8    岡山県教育委員会 1975年

「ビシャコ谷遺跡」  津山市埋蔵文化財発掘調査報告第16集 津山市教育委員会 1984年

「一貫西遺跡」    津山市埋蔵文化財発掘調査報告第33集 津山市教育委員会 1990年

「野村高尾遺跡」   津山市埋蔵文化財発掘調査報告第55集 津山市教育委員会 1995年

「大畑遺跡」     津山市埋蔵文化財発掘調査報告第47集 津山市教育委員会 1993年

「西吉田遺跡」    津山市埋蔵文化財発掘調査報告第 17集 津山市教育委員会 1985年

「小原遺跡」     津山市埋蔵文化財発掘調査報告第38集 津山市教育委員会 1991年

安川豊史「美作国府跡出土の弥生土器」『古代吉備』 第 17集 古代吉備研究会 1955年
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深鉢形甕A

M
深鉢形甕B

Ｖ一―
日
―
―前 期

引 可
3

襴 4

甲 5 弥生形甕Cm

い 11弥生形甕Cη

中期

土器 出土 遺 跡

天神原遺跡 (1・ 6)

高橋谷遺跡 (2～ 5,3)

京免 竹 ノ下遺跡

(7・ 10 17・ 18 20・ 24 27,30 34 39'32・ 33 89～ 94)

高本遺跡 (9 75'79)

沼E遺跡 (11・ 67)

下道山遺跡 (95)

稼山遺跡群 (16 19 21 26 29 62‐ 71)

大田十二社遺跡

(23・ 31～33 36 38 40～ 44 50～ 55・ 65 68 69)
一員東遺跡 (37 48 49 84 85)
二宮遺跡 (35 45～ 47 86～ 88)

金井別所遺跡 (13 14 57 73)

押入西遺跡 (15・ 58 61 70)

領家遺跡 (25 28 66 81)
ビシャコ谷遺跡 (77 78)

一貫西遺跡 (74)

野村高尾遺跡 (12 56)

美作国府跡 (72)

大畑遺跡 (22)

西吉田遺跡 (59‐ 60・ 63'64 76)

小原遺跡 (80)

*図中の横の並びは、必ずしも
厳密な編年的秩序を表していない。

図1 前 。中期の甕形土器系統想定図 (縮尺約 1/16)

弥生形甕Dη
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有孔砥石考

行 田 裕美

1.は じめに

1985年 の初夏は津山中核工業団地の造成に伴 う一貫西遺跡の調査を行っていた。筆者が調査担

当で作業員 15人 と苦楽を共にしていた。ある日、この中の一人の稲垣光男さん (津山市西吉田 14

1-2)が 月要のベル トに偏平な有孔砥石をぶら下げておられた。まさに弥生時代の情景を今に見るよ

うな思いが し、早速、昼の休憩時にお願いして写真を撮 らせていただいた (第 1図 )。 一貫西遺跡の

調査終了後 も別の遺跡の調査が継続 したので、足掛け 3年数力月にもわたる調査でのお付 き合いの中

で、後にも先にもこの砥石を見たのはこの日限 りであった。稲垣さんはこの日、発掘調査に出る前に

早朝から砥石を持参 し草刈 りに行かれ、そのまま現場に来られたのであった。研 ぐ時は水の代わりに

露、露のない日中は唾を使ったということであった。

あれから 10年後の 1995年 7月 、西吉田北遺跡の調査で再び稲垣 さんと苦楽を共にすることに

なった。 10年前の砥石の話をしたら、「今でもあるでえ。い りゃあげるでえ。」 ということで、す

んなり譲 り受けることになった。

これを機に、稲垣 さんの現代の有孔砥石と弥生時代の有孔砥石を考えてみたい。

2.稲垣さんの有孔砥石

稲垣さんの有孔砥石は現存最大長 7.2 cm、 幅 6.l cm、 厚 さ 0,7 cmで ある。現存 としたのは下端

部が折れて欠損 しているからである。折れ口には接着剤のボンドが付着 している。現存部 も一度折れて

ボンドで接合 した痕跡がある。砥面には鎌を研いだときの錆が付着 し、部分的に褐色に変色 している。

中央部上位には径 0.9 cmの孔が穿たれている。穿孔は一方向から行われている。この孔に紐を通 し、

葬 1図 腰に砥石 をぶ ら下 げた稲垣 さん (1985年 初夏 )
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第2図 稲垣 さんの砥石 (ス ケッチ:家元弘子 )

紐の先端にはベル トに挟み固定するための角材

が取 り付けられている。角材は長さ4.3 cm、

幅 2.3 cm、 厚 さ 1.3 cmで 中央部に径 0,9

cmの穴が開けられている。角材の中央部の角は

紐を取 り付けやすいように狭 られている。他の

角 もきれいに面取 りされている。砥石 と角材 と

の紐の長さ 12.5 cmで ある。砥石の材質は砂

岩のようである。紐は化学合成繊維、角材はラ

ワン材である。

1        1  9             
二Em

第 3図 稲垣 さんの砥石実測図 (S=112)

勿物物躍‐‐‐旧旧賜吻物物物吻物吻物物物吻物物留‐‐‐‐‐‐

3.弥生時代の有孔砥石

一般的に砥石と総称されるものは大きさ、形態、石材等非常にバラエテイーに富み、住居l■等から

かなりの量が出土する。大きさは人頭大から2・ 3 cm前後のものまで多様である。大きなものは置砥

石、小さなものは手砥石であろうか。形態はハンバーグ状を呈するもの、角柱状のもの、円柱状のも

の、板状のもの、孔を有するもの等々である。石材も砂岩、頁岩等多種にわたる。しかし、これら多

種多様にわたる砥石は従来、石器の器種として取 り扱われることがなく、これまで大きさ、形態、石

材等に基づ く議論がなされなかったように思う。このことはそれ自体が製品ではなく、常に研磨とい

う行為の受け身の所産品であり、研磨の対象物である鉄製品の器種の違いによって自ずから形状を変

えなければならないという宿命を負わされていたことによるものと考えられる。従つて当然のことな

がら、不定形なものが多 く、それ自体では型式学的方法による考古学の議論の対象になりにくかつた

ということができるかも知れない。

ミ
｀
き
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2

第4図 弥生時代の砥石 (S=2:3)

これら多種多様の砥石の中で、津山市内出土の有孔砥石を集めてみたところ、案外少なく確実に孔

を有す ものは第 2図の 1～ 3の 3点 しか見当たらなかった。有孔のものに限定すると非常に数が限ら

れていることに今更なが ら驚かされた。

1は押入西遺跡 (註 1)の弥生時代中期後半の住居址から出土 した。最大長 6.5 cm、 最大幅 3.4

cm、 最大厚 1.l cmの板状のものである。中央部上位に径 0.5 cmの孔が穿たれている。穿子とは両面

から行われている。石材は頁岩 と思われる。

2は大田十二社遺跡 (註 2)の弥生時代後期後半の住居址から出土 した。最大長 6,7 cm、 最大幅

1.7 cm、 最大厚 1.6 cmの角柱状のものである。下端は欠損 しているが、他の面は全て砥面 として

使用 している。中央部やや上位に径 0.3 cmの孔が穿たれている。穿孔は 1方向から行われているよ

うである。石材は頁岩である。

3は向林遺跡 (註 3)の弥生時代後期末の住居址から出土 した。最大長 4.l cm、 最大幅 1.l cm、

最大厚 l cmの 角柱状のものである。中央部上位に径 0.4～ 0.5 cmの子とが穿たれている。穿孔は両

面から行われている。石材は不明である。

他に参考例 として穿孔途中のもの (4)、 穿子し過程で欠損 したもの (5)を あげた。4は板状の素材の表

裏両面から穿子としかけて途中でやめたものである。 5は棒状の先端部に表裏両面から穿孔 しようとし

て、先端が欠損 したものである。いずれも押入西遺跡の弥生時代の中期後半の住居l■から出土 したもの

である。これら穿子し途中もの、欠損 したものを含めても有孔砥石の数はそんなに増えるものではない。

4.有孔砥石考

まず、孔の機能であるが、稲垣さんの所持例を見ても明らかなように、紐を通すためのものであっ

たことは間違いないと思われる。民俗事例を無批判に適用することを肯定するわけではないが、本例

凩
胡
倒
園
捌

緞

き
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の場合、疑う余地はあるまい。では、この紐はどのような役害Jを 果たしたのであろうか。稲垣 さんの事

例では、先端に角材を取 り付けて腰のベル トに挟み、ぶら下げるというものであったが、弥生時代の出

土例 もその様であったかどうかは証明する術はない。 しか し、あ くまでも紐を通すという行為がある以

上、腰にぶら下げるか、手に持つかは別にしても携帯するためのものであるということは想定 してもよ

さそうである。この想定が許されるなら、有孔砥石は携行品であるということができる。

携行品である以上、重量が問題になって くる。上記 3例 と稲垣 さんのものを加えた 4例の中では、稲

垣 さんのものが最 も大 きいのであるが、総重量は 50gに も満たない。この重さだと携行にはなんら影

響はなく、むしろ所持 しているのを忘れるぐらいの重さである。従つて、有子と砥石は小 さく、軽量であ

るということができよう。

次に、研がれる側、すなわち鉄製品についてふれることにする。その前に、津山市内での弥生時代の

鉄製品の出土例を確認 しておこう。確実に器種の判定できるものは、斧 4点 (註 4)、 ヤリガンナ 8点

(註 5)、 鏃 2点 (註 6)の 3器種、計 14点である。時期は中期後半から後期末までわたる。

さて、この 3種の鉄製品と有孔砥石を結びつける作業を進めて行かなければならないのであるが、こ

れは中々至難の業である。と同時に想像の域をでない実証性に乏 しいものである。 しかし、あえて個々

に検証 してみよう。

ヤリガンナは木材加工の細部調整に使用される工具であるから、集落内で使用されたものと考えら

れ、研磨 も当然その場所で行われたであろう。

鏃は狩猟用 もあるかもしれないが、基本的に弥生時代のものは武器 と考えられている。武器は戦闘用

である。その場で研磨 していては間に合わないし、錆びているような状態では効果 も少ないであろう。

斧には伐採用 と加工用がある。伐採用は集落外の使用であ り、加工用は集落内での使用であろう。携

行品ということを考慮 した場合、伐採用の斧が他の 2器種 と比較 して有孔砥石の対象 となる可能性が高

くなる。 しか し、斧を有孔砥石という手砥石で研 ぐ効果はあまり期待できない。斧は住居址の床面によ

く見 られる大 きめの置砥石の方が効果的であろう。

5.おわりに

砥石の大 きさ、形態、石質の相違は対象相手の鉄製品に規制される。津山市において、弥生時代の鉄

製品は残念ながら斧、鏃、ヤリガンナの 3器種 しか出土 していない。 しか し、前項でみてきたように鉄

製品と有孔砥石のセット関係を認めることはできなかった。このことは現在の感覚で弥生時代の研磨作

業を見た結果であろうか。ヤ`ずれにしても、鉄製品と砥石が出土 しているという事実がある以上、証明

するすべはないが、両者が有機的に結び付いていた事は間違いあるまい。

以上、長々と述べてきたが、弥生時代に用いられていたものと同様の有子し砥石が現在 も脈々と生 きな

がらえていたという事実関係を提供 していただいた稲垣さんに感謝 しまとめとする。

(註 1)津山市教育委員会が発掘調査を実施。報告書未刊。

(註 2)津山市教育委員会『大田十三社遺跡』津山市埋蔵文化財発掘調査報告第 10集 1981年

(註 3)津山市教育委員会『向林遺跡 。中鎌田墳墓』津山市埋蔵文化財発掘調査報告第 29集 1989年

(註 4)鮒込遺跡、ビシヤコ谷遺跡、西吉田遺跡、大開遺跡で各 1点ずつ出土 している。

(註 5)大田十三社遺跡で 4点、沼遺跡、二宮大成遺跡、上部遺跡、稲荷遺跡で各 1点ずつ出土 している。

(註 6)珂 原ヽ遺跡、大畑遺跡で各 1点ずつ出土 している。
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医王山城採集の瓦

平岡 正宏
1.採集のいきさつ

1994年 3月 16日 、津山市綾部在住の梶

岡定知氏 と梶岡辰男氏の案内で弥生の里文化財

センター行田裕美 と平岡正宏が医王山城の踏査

をおこなった。この城は石塁を持った山城であ

り、また文献上にも度々登場することから注目

されていたが、何分険 しい山上に位置するため

なかなか現地を実見する機会に恵まれなかった。

また、城跡には瓦が散乱 しているという事だっ

たので、その瓦によって医王山城の実態の一端

が明らかになればと思い、瓦の採集をおこなっ

た次第である。

2.医王山城について

医王山城 (祝山城・岩尾山城 とも呼ばれる)

は津山市街地の北東部、吉見に所在する (第 1

図 )。 城の東には加茂川が流れ、西側は深い谷

が入 り込んでお りまた北端 と南端は堀切で画さ

れてお り天然の要害に立地 している。

築城の時期については定かではなく、上道是

次が築城 したとも言われている (註 1)が、建武以降、南北朝期の美作での山名氏 と赤松氏の抗争の中

で、山名氏の有力な支城 として歴史上に登場することから、遅 くともこの頃までには城が築かれていた

ことは間違いない。

天文元年 (1532年 )、 出雲の戦国大名尼子経久の美作進攻の時に医王山城は尼子配下の三好安芸

守によって占拠 された。 しか しながらまもなく三好安芸守 も浦上宗景によって城を奪われた。その後、

尼子 との間に激 しい争奪戦が繰 り広げられ、尼子氏の滅亡後は宇喜多直家の支配下にあったが、永禄 9

年 (1566年 )前後には毛利氏の進攻によりその支配下にあったようである。以後医王山城を巡って

毛利氏 と宇喜多氏の攻防が続いたが、天正 10年 (1582年 )に毛利氏 と羽柴秀吉の間に和議が成立

したことにより医王山城は開城、廃絶 したものと考えられる (註 2)。 これらの記録から考えて本城の

存続期間は 14世紀半ばから 16世紀末頃と推定できる。

医王山城の縄張 りについては、人巻孝夫によって調査が行われている (第 2図・註 3)。 それによる

と、ほぼ南北に延びる尾根筋に沿って北側の最高所に本丸を、そこから南へ細長い小規模な郭をい くつ

か連ねる連郭式の配置を持つ。また北の尾根伝いに四本の堀切 りを、北東側の尾根にも堀切 りを、さら

に南側にはL字状の堀切 りと畝状空堀群を配 している。千田嘉博の横堀 と畝状空堀群の組み合わせによ

る分類法では横堀 と組み合わない 1類 に分類 される (註 4)。 新 しいタイプの 2類が導入されるのは早

くて永禄年間 (1558～ 1570年 )、 一般には天正年間 (1573～ 1592年 )に入ってからと

第1図 医王山城位置図
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されるため、 1類の年代はそれ以前に求められ、この

点からも前述の文献による医王山城の存続期間はほぼ

妥当であることが認められる。

3.採集遺物の概要

本丸にはかつて大量に瓦が散乱 していたらしいが、

城を訪れる人々がかなりの量を持ち去ってお り、現在

では採集できる瓦は大部分力調 破ヽ片であ り時期の決定

(人巻孝夫作図を再 トレース)

んでいるようである。また瓦当裏面は中心部が窪み厚 さは 1 l Hlmだ が、その他の部分は 15m14程度で

ある。珠文の裏の部分にはわずかに丸瓦 との接合部分が認められる。 2は周縁 と珠文の一部である。

色調は表面・内部 ともに淡灰褐色である。周縁は幅 2 4 Hlm、 高さ 5m4であ り、その内側に径 8～ 9 Hm

の珠文が 3 nlm程度の間隔で並んでいる。周縁の部分で厚 さは 2 0 mln程度である。

平瓦 (第3図 の 3～ 5)

平瓦についても全体の形のわかるものは無い。 3は平瓦の広端の破片である。色調は淡褐色から灰

白色である。凸面凹面、さらには広端面・側縁面までナデにより仕上げている。凹面の側縁端はやや

つまみ上げられた様な形態を示す。厚 さは 1 7 Hlm程 度である。 4は表面は暗灰色、内部は淡褐色を呈

する。凹面はナデ、凸面は浅 く削つているようである。この瓦 も凹面の側縁端部をややつまみ上げた

ような形状を呈 している。厚 さは 154m程度である。 5は軒平瓦の瓦当面の剥離 したものである。色

調は表面が暗灰色 。内面は淡灰色である。平瓦の部分は凹面 と側縁面はナデ調整、凸面は未調整のよ

うである。瓦当面 との接合は凸面広端に五条程度の沈線を施 し、接合 している。瓦当の周縁がわずか

に残存 しているがその幅は約 1 0 mln、 高さは 3 nlm程度である。

丸瓦 (第3図 の 6～ 8)

丸瓦 もまた全形のわかるものは無い。 6はわずかに玉縁部を残す九瓦である。表面は灰色から灰白

色を呈 し、内部は灰白色である。凸面及び玉縁部分はナデ仕上げ、凹面の調整はコビキ痕が横筋に均

一となって現れるコビキB手法で (註 5)、 側端面のほとんどを大 きく面取 りし、端面を 5 nln程度 し

か残 さない。九瓦部分の厚 さは約 2 0 Hlmである。7は表面は暗灰色・内部は淡褐色を呈する破片であ

る。 6と 同様 に凸面はナデ仕上げ、凹面はヨビキB手法であ り、側端面のほとんどを大 きく面取 りす

る。端面は 5 mln程度 しか残さない。九瓦の厚 さは 2 0 Hlm程度である。 8は表面 。内面 ともに淡褐色を

呈する破片である。これも凸面はナデ仕上げ、凹面はコビキB手法で側端面は 6・ 7と は異なり半分
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第3図  出土瓦実測図 (S=1:4)

程度を浅 く面取 りしている。端面は 1 0mm程度残る。

銅銭

また、これらの瓦 とは別に医王山城で採集 した銭が一枚ある。採

集場所は医王山城の最高所 。本丸 と考えられている場所である (註

6・ 第 2図のA)。 直径約 2 2 1111alで 表面・裏面ともに摩耗が著 しく

銭種は判然 としないが、銭の左は「賓」の字であ り、右の字は「平」

。また下の字は「元Jと 読めることから、「成平元賓 (かんぺいげ

んぽう 。北宋・998年 )」 あるいは「治平元賓 (じ へいげんぽう 。

高い (註 7)。

4.ま とめ

9                10Pm

第4図  出土銭 (S主 1:1)

北宋・ 1064年 )」 の可能性が

3

中　

　

　

６

一
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中世城郭においては一般的には瓦は用いられず、屋根はもっぱら板葺・茅葺などにすることが絵画資

料などからうかがえるという (註 8)。 また、礎石建物・石垣・瓦葺建物のセットは織豊系城郭の特徴

と考えられている (註 9)。 医王山城においては瓦がどの程度の量使用されていたかについては不明で

あるものの、部分的に石垣を持ってお り、礎石の存在が明らかではない以外は織豊系城郭の特徴 を備え

てお り、その関係が注目される。

本稿で遺物 として紹介 した瓦については、近年その製作技法により詳細な年代の検討が行われている

が、なかでもタタラ(粘土を直方体に積みあげたもの)か らコビキ (瓦の大 きさに応 じた粘土板 を切 り取る

こと)す る道具の違いによつて年代的な位置づけが行われている (註 10)。 すなわちコビキ痕跡が無

数についたいわゆる糸切状のコビキAと 胎土中にある砂粒の移動 したあとが横筋になって現れるコビキ

Bに分類することができ、コビキBに変化する時期は天正 11年 (1583年 )頃 と考えられている。

医王山城から出上 した丸瓦についてはコビキB手法によってお り、天正 11年以降のものと考えられ

る。

この年代は城の縄張 りからみた時期 (16世紀半ば以前の築城)と は異なり、文献によって推測され

た医王山城の開城の時期 (天正 10年・ 1582年 )よ りも年代力S降ることになる。これはどういうこ

とだろうか。考えられることは城が天正 10年以降も何 らかの形で存続 してお り、その前後の時期に医

王山城の最終的な形 として石垣が構築され、建物に瓦が葺かれたという事であろう。それ故、石垣が縄

張 り全体の中で見ればごく一部に限られてお り、瓦の散布についても最高所の郭に限られているものと

考えられる。 しかしなが ら資料の制約からここではこれ以上論を進めることはできない。

津山市内の山城については縄張 りからの研究はあるものの (註 11)、 その実態の考古学的な研究は

ほとんどない状態である。本稿が山城の実態の解明の一助になれば幸いである。

甜三1

註 2

註 3

註 4

註 5

註 6

註 7

註 8

註 9

言3三 1

甜三1

『日本城郭大系岡山』 新人物往来社  1985年 による。

このあたりのいきさつについては前掲註 1文献及び村田修三編『図説中世城郭事典三』 (新人

物往来社  1987年 )に よる。

前掲『図説中世城郭事典三』

千田嘉博「中世城郭から近世城郭ヘー山城の縄張研究から一」『月刊文化財第 305号 』 19

89年、なお、「堀切 り」 とは尾根 を切断する堀で、「横堀」 とは曲輪の縁に造 られた等高線

に沿って伸びる堀を指す。

森田克行「屋瓦」 F高槻市文化財調査報告書第 14冊 摂津高槻城本丸報告書』高槻市教育委

員会  1984年

この出土銭は津山市吉見在住の早瀬氏により清掃作業中に発見されたものであ り、氏のご厚意

により津山市に寄贈 していただいたものである。

「日本出土銭総覧」兵庫埋蔵銭調査会 1996年

土山公仁「瓦からみた中世城館」『考古学ジャーナル 353』  19

中井 均「織豊系城郭の画期」『中世城郭研究論集』新人物往来社

前掲註 5０

　

１ 池田誠「美作国における中世城郭の一考察」『中世城郭研究』 199

９

　

　

１

2年

990年

4年
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医王山城遠景

採集銭 (表 )

採集瓦類
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亀甲形陶棺の形について想うこと

岩本 えり子

陶棺は大きく亀甲形と家形に分類されています。この中の「亀甲形陶棺は何をモデルに製作されたの

だろうかJと いう疑間は以前から抱いていました。

島根県立八雲立つ風土記の丘資料館を訪れたのは昨年の3月 の事でした。館に入ると、まるで生きも

ののように横たわっている 1つの陶棺が私を釘付けにしてしまいました。この陶棺は渋山池 1号横穴墓

出土のもので した。考古学的には素

人の私ではあるが、通常津山市周辺

で出土するものとは形、文様、製作

手法など全 く異質な感 じを受けたの

です。すなわち、幅が狭 く細長い形。

構の底は平 らではなく、九みをおび

ている。外面は竹を輪切 りにし、そ
コウデン2号墳出土陶棺 (言主4)

の断面を押 し付けた円形文で飾っている。

作 り方は粘土ひもを横積みするのではな

く、立てた状態で輪積みで作 られてお り、

小口側に円盤の充填痕跡が見 られました。

さらに驚いたことには脚がすべて分離 し

ているのです。本来、脚は棺本体に接続

しているものなのに、切 り離 して脚だけ

別に製作 されていました。ちょうど植木

鉢のようで した。

私はこの陶棺を見てHB嵯 にカイコ(蚕 )

を想像 しました。芋虫のような形が似て

いること。植木鉢は足を、円形の竹管文

は斑紋、突帯は環節を表現したものであ

ろうと実感 したからです。通常の亀甲形

カイコの幼虫 (註5)

陶棺の場合は蓋の突起が斑紋 と考えられます。では何故、死者を葬る際の入れ物にカイコを選んだの

で しょうか。被葬者 とカイコひいては養蚕・絹生産とが結びヽ くので しょうか。これについて回答を

持っているわけではありません。素人の自由な発想をお許 しいただき私なりの考え方を述べ させてい

ただきたいと思います。

古事記 。日本書記には「神の頭や眉から蚕、桑、繭が化生 した」記事が見 られます。さらに逆上れ

ば、魏志倭人伝にも蚕桑 (養蚕の事)力渭己載 されているという (註 1)。 これらのことから少なくと

も陶棺の消長期間である 6世紀後半～ 7世紀を中心 とした時期には養蚕、ひいては絹生産があったこ

とが考えられます。

次に陶棺の分布の問題 との関係について触れたいと思います。陶棺の分布は岡山県それも津山を中

推
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心 とした美作地方に集中しています。一方、桑の自然分布を見ると、日本列島の中で中国地方にだけケ

グワという種類のものが分布 しています。後は北海道から九州までヤマグワという種類のものにおおわ

れていると言われています (註 2)。

また、養蚕に関係する地名 も馬桑、桑上、桑下、養野、桑瀬、桑原、桑野、錦織 と多 く残つています。

これらのことから、陶構 と養蚕ない し絹生産の関係が多少なりとも言えるのではないかと思います。

しか し、確実に陶棺に伴つて絹が出土するなどの客観的な事例がない以上、あ くまでも推測の域で しか

あ りません。

折口信夫は、「たまごの古い言葉はかひ (頴)である。また蚕にも此意味があつたのだろうと思はれ

る。物を包んで居るのが、かひで、丁度 もなかの皮の様に物を包んで居るものを言 うのである。此かひ

は密閉してあつて、穴のあいて居ないのがよかった。其穴のあいて居ない容れ物の中に、何処からとも

なく這入つて来るものがある。其這入つて来るものがたましいであって、此中に或期間を経過するとた

ましいが成長 して、其かひを破つて出現する」 と言つている (註 3)よ うに死者の魂の再生復活を考え

ていました。

カイコは何回も脱皮 して成長 し、マユ (繭)をつ くリサナギ (蛹)と なる。最後には羽化 してカイコ

ガとなって飛び立って行 く。当時の人々はこのカイコの成長発展過程にあやかって、死者をカイコを模

した入れ物 (陶棺)に入れる事によつて、生命 (魂)の再生復活を祈つたのではないで しょうか。

従来、鉄生産 との関連でとらえられがちだった陶構の性格について、養蚕・絹の視点から見てみまし

た。家形の問題、分布の問題、時期の問題等々解決 しなければならないことがたくさんあると思います

が、私の能力の範囲を越えます。

以上、私の感性にまかせた実感を述べ させていただき終わ りとします。

(註 1)も のと人間の文化史 『絹 I』 伊藤智夫 法政大学出版局

(註 2) 同  上

(註 3)折口信夫「剣と玉とJ F折口信夫全集』第20巻 中央公論社

(註 4)村上幸雄「塚山古墳群」『稼山遺跡群』 2 1980年 より引用

(註 5)佐々木 曳『カイコの一生』フレーベル館 1992年 より引用
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ヽ

イ

タ

と

か
げ
ろ
う
は
折
日
信
夫

ふ
せ
て
　
雨
聴
く

竹
オ
代

勺

ｔ
停
次

ヽ
ハー
打
′
と
電
ａ
Ｅ
Ｊ

わ

｛
＞
の
虚

氏

，ン
て

１
イ式

独

く

一　

１

う
す
翅
を
　
わ
が
二
の
腕
に

(17)



シ
セ
ム
ト
、
ヌ
ス
マ
ク
シ
ラ
ニ
、
ヒ
メ
ナ
ソ
ビ

ス
モ
」
と
歌

っ
て
パ
ッ
と
消
え
る
。

「
い

ま
何
と
言

っ
た
？
」
と
き
く
と
、

「
何
も
も

の
は
言
は
な

い
、
歌

っ
た
だ
け
だ
」
と
少
女

が
答
え
た
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
ん
で
す
。
そ
う

い
う
点
で
、
崇
神
紀
は
大
事
で
す
。
歌
の

待
文
と

い
う

の
は
外
界
で
汚
さ
れ
た
言
葉
で
は
な
く
、
リ
ズ
ム
の
あ
る
神
聖
な
も

の
で
神

と
の
問
答

の
時
に
使
う
も

の
で
し
た
。
崇
神
天
皇
紀
に
書
か
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
歌
の

発
生
は
そ
れ
な
ん
だ
と

い
う
ふ
う
に
先
生
は
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
歌
と

い
う
も

の
は
神
を
呼
ぶ
も

の
で
す
か
ら
、
根
本
と
し
て
雑
歌
が

一
番

大
切
で
あ
る
と

い
う

の
は
当
然
で
す
。

ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
の
歌
は
、
玉
の
緒
が
盗
ま
れ
た
と

い
う
も
の
で
す
が
、
昔
は
魂

の
緒

と

い
う
も

の
が
あ

っ
て
、
鎮
魂
祭

の
時
に
固
く
自
分
の
結
び
方
で
結
ん
で
、
穴
を
掘

っ
て

埋
め
て
安
置
し
て
い
た
も

の
だ
そ
う

で
す
。

の
ち
に
を
祠
に
自
分
の
魂
を
結
ん
で
安
置
し

た
。
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
世
の
中
が
変
わ

っ
て
心

の
枕
詞
に
な
り
ま
す
。
魂

の
緒
も
言
葉
使

い
が
変
わ

っ
て
く
る
ん
で
す
。
け
れ
ど
、
昔
は
そ
れ
を
盗
ま
れ
れ
ば
殺
さ
れ
る
と

い
う
こ

と

の
暗
示
だ

っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
よ
う
に
神
と
魂
と

い
う
も

の
は
、
見
え
る
も

の
で
、

も

つ
と
も
人
間
く
さ
い
も

の
で
し
た
。

お
わ
り
に

最
後
に
先
生
の
死
ぬ
前

の
遺
稿
の
歌
を

一
つ
紹
介
し
ま
す
。

「
人
間
を
深
く
愛
す
る
神
あ
り

で
　
も
し
も

の
言
は

ゞ
、
我

の
如
け
む
」
と

い
う
歌

で
す
。
こ
の
歌
は
死
ぬ
前
に
作

っ
た
も

の
で
す
か
ら
、
み
ん
な
あ
ま
り
ひ
ど

い
こ
と
を
言

わ
な

い
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
生
き
て
い
る
時
に
あ
ん
な
事
を
言

っ
た
ら
、
多
分
、
だ

い
ぶ

や

っ
つ
け
ら
れ
た
と
思
う

の
で
す
。

「自
分
ほ
ど
人
間
を
猛
烈
に
愛
し
た
も

の
は

い
な

い

だ
ろ
う
。
こ
の
猛
烈
さ
と

い
う
も

の
は
神
な
ん
だ
」
と

い
う
歌
な
ん
で
す
。
そ
の
他
も
ろ

も

ろ
、
猛
烈
な
人
で
あ
り
ま
し
た
。
確
か
に
猛
烈
な
人
だ

っ
た
か
ら
、
あ
あ
し
て

一
匹
狼

頑
張

っ
て
生
き
ぬ
い
た
ん
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
つ
い
に
最
後
ま
で
妻
を
め
と
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
亡
く
な

っ
た
時
、
ず
い
ぶ
ん
沢
山
の
人
が
お
集
ま
り
に
な
り
ま
し
た
。

「
へ
え

―
、
先
生
こ
ん
な
に
偉
か

っ
た
の
か
」
弟
子
達
は
み
ん
な
そ
う
思
い
ま
し
た
。

中
で
も
特
に
、
左
翼
の
共
産
党
員
だ

っ
た
作
家
の
中
野
重
治
さ
ん
は
非
常
に
先
生
を
尊

敬
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
　
口
」
の
人
の
学
問
を
も

っ
と
数
学
的
に
き
ち
ん
と
整

理
し
て
わ
か
り
や
す
く
、
み
ん
な
に
敷
行
し
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
追
悼
文
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

皇
国
史
観
の
凝
り
固
ま
り
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
折
日
信
夫
が
、
何
故
、
中
野
重
治
に
あ

ん
な
に
愛
さ
れ
た
の
か
と
い
う
疑
間
は
、
今
も
私
の
脳
裏
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ

折
口
信
夫
に
つ
い
て
理
解
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
先
生
に

指
導
を
受
け
た
最
後
の
弟
子
と
し
て
、
少
し
で
も
折
口
学
を
み
な
さ
ん
に
解

っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
ず

つ
と
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
お
わ
か

り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
時
間
が
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、

終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（本
稿
は

一
九
九
六
年
二
月
二
四
日
、
岡
山
県
津
山
市
で
開
催
さ
れ
た

第
十
四
回
津
山
市
文
化
財
調
査
報
告
会
で
の
講
演
録
で
あ
る
）
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例
え
ば
、
万
葉
集
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
雑
歌
と
言

い
ま
す
と
、
今
で
は
色
ん
な
も

の
を
そ
こ
の
中
に
ほ
う
り
込
ん
で
あ
る
乱
雑
な
歌
集
。
そ
う

い
う
ふ
う
に
受
け
止
め
て
し

ま

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
先
生
は

「
万
葉
集

の
中
で

一
呑
大
事
な
の
は
雑
歌
で
あ
る
」
と
言

い
ま
す
。
な
ぜ
か
？
万
葉
集
の
雑
歌
は
呪
歌
で
あ
る
。
宮
廷

の
呪
歌
で
あ
る
呪
文

の
歌
と

考
え
る
の
で
す
。
こ
れ
し
か
言
わ
な

い
か
ら
、
そ
れ
で
お
し
ま

い
に
な

っ
て
し
ま
う
ん
で

す
。
だ
け
ど

「
こ
こ
か
ら
先
は
あ
な
た
が
調
べ
な
さ

い
」
と

い
う
声
が
私
に
は
聞
こ
え
る

わ
け
で
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、
雑
と

い
う
字
を

一
生
懸
命
調
べ
る
わ
け
で
す
。
中
国
の

「廣
韻
」
と

い
う
字
引
き

で
、
雑
と

い
う
字
を
引
き
ま
す
。
雑
と

い
う
字
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
か
と

い
つ
た
ら

「
市
也
」

「
集
也
」

「
捧
也
」

「
穿
也
」
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。

「
下
也
」

こ

の
変
な
言
葉
を
引
き
ま
す
と
、

「周
也
」

「
遍
也
」
と
で
て
き
ま
す
。
こ
れ
は

「
巡
る
」

「
巡
る
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
人
が
集
ま

っ
て
巡
り
巡
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

次
は
あ

の

「
棒
也
」
獣

へ
ん
の
字

で
す
。
こ
れ
は
キ

ャ
ー
と
声
を
出
す

こ
と

で
す
。

奇
声
を
発
す
。
次
に
穿

つ
こ
と

で
す
。
で
す
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
が
市

に
集
ま

っ
て

来
て
、
練
り
歩

い
て
奇
声
を
発
し
、
乱
婚
に
入
る
と

い
う
意
味
に
な
る
の
で
す
。
乱
婚
、

こ
れ
は
歌
垣

の
意
味
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
呪
文

の
歌
を
歌

っ
て
、
み
ん
な
が
神
憑

っ

て
乱
交

に
入
る
と

い
う
意
味
が
こ
こ
に
入

っ
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
万
葉
時
代

の
人

達
は
そ
れ
を
知

っ
て
い
て
、
雑
歌
を

一
番
大
事
な
巻
頭
に
組
ん
で
い
ま
す
。
だ
け
ど
、

今

の
人
は
雑
歌
を
し
ら
べ
な

い
か
ら
わ
か
ら
な

い
。
万
葉
集
は
相
聞
が

一
番
大
事
だ
と

い
う
ん
で
す
。
で
も
、
先
生
は
絶
対
に
そ
う
は
言
わ
な
か

っ
た
。
雑
歌
が

一
番
大
事

で

あ
る
と
言
わ
れ
た
。

雑
歌
は
踏
歌
で
あ
る
。
踏
歌
は
歌
垣
み
た

い
に
練
り
歩
く
時

の
も

の
を
踏
歌
と

い
い

ま
す
。
平
安
朝
時
代

の
貴
族

の
年
表
を
見
ま
す
と
、
踏
歌
節
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
日
は

踏
歌
だ
か
ら
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
男
と
女
が
恋

の
歌
を
歌

い
な
が
ら
町
中
を
練

歩

い
て
、
貴
族

の
家
に
練
り
込
ん
で
行
く
も

の
で
、

い
く
日
も
や

っ
て
い
ま
す
。
何
処
か

の
家
に
練
り
込
ん
で
、
そ
こ
で
お
水
と
食
事
を
頂

い
て
、
乱
交
が
段
々
で
き

て
い
く
わ
け

で
す
。
そ
し
て
、
し
ま

い
は
宮
中
に
も
練
り
込
ん
だ
と

い
う

の
だ
け
ど
、
大
変
淫
猥
な
も

の
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
淫
靡
で
品
が
悪
か

っ
た
の
で
外
国
の
使
節
や
な
ん
か
に
見
せ
る
に

は
と

て
も
恥
ず
か
し
か

っ
た
わ
け
で
す
。
平
安
朝

の
末
期
に
な
り
踏
歌
は
男
踏
歌
、
女
踏

歌
と
分
け
ら
れ
て
、
意
味
が
無
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
、
踏
歌
節
会
と

い

う
儀
式
だ
け
が
残
り
ま
し
た
。

だ
け
ど
昔
は
雑
歌
は
踏
歌
だ

っ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
思

っ
て
読
み
ま
す
と
、

万
葉
集

の
歌

っ
て
言
う

の
は
見
方
が
変
わ

っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
挽
歌
と

い
う

の
は
本
当

は
、
謙

（る
い
）
を
源
と
し
て
い
て
、
奏
上
す
る
も

の
で
す
。
天
皇
と
か
自
分
の
仕
え
た

人
に
、

「
私
は
こ
う

い
う
ふ
う
に

一
心
に
あ
な
た
に
お
仕
え
し
ま
し
た
」
と

い
う
こ
と
を

し
き
り
に
申
し
上
げ
て
、
自
分
の
魂
を
さ
し
出
そ
う
と

い
う
も

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
長

す
ぎ
る
の
で
、
五
七
五
七
七
だ
け
に
し
て
た
く
さ
ん
の
人
に
や
ら
せ
た
の
で
す
。
こ
れ
が

挽
歌
に
な

っ
て
、
人
が
死
ん
だ
時

の
歌
と

い
う
ふ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

歌
歌
と

い
う

の
は
初
め
は
、
崇
神
天
皇
紀
を
お
読
み
に
な
る
と
わ
か
る
よ
う
に
神
憑
り
す

る
の
を
歌
と

い
っ
た
わ
け
で
す
。
歌
と

い
う

の
は
律
文
で
す
。
律
文
で
な
け
れ
ば
歌
と
言

わ
な

い
。

今
、
現
代
短
歌
で
、
新
短
歌
の
人
な
ん
て
、
し
ゃ
べ
り
言
葉
で
リ
ズ

ム
の
な

い
歌
を
作

っ
た
り
し
て
お
り
ま
す
け
ど
、
あ
れ
は
歌
と
し
て
は
外
道
で
す
。

何
故
か
と
言

い
ま
す
と
、
使

い
慣
れ
た
言
葉
、
も

の
を
言
う
こ
と
ば
と
歌
を
分
け
る
と

い
う

の
は
、
崇
神
紀
を
お
読
み
に
な
る
と
わ
か
る
と
思

い
ま
す
。

崇
神
紀
に
は
、
少
女
が
出
て
き
て
突
然
、
　
で
ヽ
マ
キ
イ
リ
ビ

ヨ
ハ
ヤ
、
オ
ノ
ガ
ヲ
ヲ
、

――　‐　　　　――‐　　　――　――――　――――――――――――――――――」
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と
普
通
は
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
先
生
に
か
か
る
と

「
山
尋
ね
と

い
う
神
事
が
あ
る
か
ら
、
山
尋
ね
を
し

て
、
昔
死
ん
だ
人
の
魂
を
尋
ね
て
行
く
。
あ
な
た
は
亡
く
な

っ
て
息
が
と
だ
え
て
か
ら
だ

い
ぶ
立
ち
ま
す
け
れ
ど
、
も
う
一戻
っ
て
い
ら

つ
し
や
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
じ

ゃ
、
私
、
山
尋
ね
の
儀
式
を
し
て
あ
な
た
の
魂
を
呼
び
に
行
き
ま
す
わ
」
そ
う

い
う
歌
に

な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

古
代
だ

っ
た
ら
、
山
尋
ね

っ
て
言
葉
が
あ

っ
た
ら
こ
れ
は
挽
歌
で
す
ね
。
そ
う

い
う
ふ

う
に
考
え
な
け
り
ゃ
あ
な
り
ま
せ
ん
。

「夕
さ
れ
ば
　
小
倉
の
山
に
鳴
く
鹿
は
、
今
宵
は
鳴
か
ず
寝
ね
に
け
ら
し
も
」
と
い
う

歌
は
舒
明
天
皇
と
雄
略
天
皇
と
二
つ
あ
る
ん
で
す
。
同
じ
歌
が
ど
う
し
て
二
つ
あ
る
ん
だ

ろ
う
と
い
う
疑
間
が
わ
い
て
き
ま
す
ね
。

最
近
の
角
川
書
店
の

『
国
歌
大
観
』
の
よ
う
に
重
複
し
て
い
る
も
の
は
捨
て
、
欠
呑
に

さ
れ
る
と
こ
ま
る
ん
で
す
。
あ
れ
意
味
が
あ

っ
て
二
つ
あ
る
ん
で
す
。
何
故
二
つ
あ
る
か

っ
て
言
う
と
、
雄
略
天
皇
の
場
合
で
す
と
、
違
う
解
釈
が
朝
鮮
人
の
方
か
ら
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
雄
略
天
皇

っ
て
い
う
人
は
、
父
方
の
従
兄
を
殺
し
て
い
る
ん
で
す
。

「朝
、
狩
り

に
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
言

っ
て
、
イ
チ
ベ
ノ
オ
シ
ハ
ワ
ケ
と

い
う
従
兄
が
誘

い
に
来
た

ら
、

「変
な
事
を
い
う
奴
だ
」

っ
て
怒
る
ん
で
す
。
そ
れ
も
、
今
の
人
で
は
ち
ょ
つ
と
解

釈
で
き
ま
せ
ん
け
ど
、
朝

一
番
の
獲
物
は
人
間
で
も
よ
か

つ
た
の
で
す
。

「早
く
狩
り
に

行
き
ま
し
ょ
う
よ
。　
一
緒
に
早
く
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
言

っ
て
、
眠

っ
て
い
る
の
を
起
こ

す
よ
う
に
連
れ
て
行
く
。
殺
さ
れ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
殺
さ
れ
る
く
ら
い
だ

つ

た
ら
、
先
に
殺
し
ち
ゃ
お
う
と
思

っ
て
、
雄
略
天
皇
が
イ
チ
ベ
ノ
オ
シ
ハ
ワ
ケ
を
殺
す
わ

け
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
そ
の
人
は
死
ん
だ
ん
だ
か
ら
、
も
う
鳴
か
な
い
と
い
う
歌
が
、

「夕
さ

れ
ば
　
小
椋
の
山
に
鳴
く
鹿
は
、
今
宵
は
嗚
か
ず
寝
ね
に
け
ら
し
も
」
と
い
う
も
の
だ
と

朝
鮮
語
か
ら
は
解
け
る
と

い
い
ま
す
。

こ
の

「
シ
カ
」

っ
て
い
う
言
葉
は

「
市
辺
」
と
書

い
て
、

「
シ
ガ
」
と
読
む
そ
う

で

す
。
だ
か
ら
朝
鮮
で
の
解
釈
は

「
小
椋
の
山
に
い
た
あ

の
市
辺
の
オ
シ
ハ
ワ
ケ
は
今
宵
は

も
う
鳴
か
な

い
。
死
ん
じ
や
つ
た
か
ら
」
と

い
う
歌
に
な
り
ま
す
。

も
し
そ
う
な

っ
た
と
考
え
れ
ば
、
舒
明
天
皇

の
方
は
別
の
解
釈
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
字
も
小
倉

の
山
が
小
椋
山
と

っ
て
い
ま
す
し
ね
。

丁
寧
に
丁
寧
に
古
典
を
読
み
ま
す
と
、
色
ん
な
事
が
解
け
て
き
ま
す
。
そ
れ
と
考
古
学

の
方
か
ら
も
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

折
口
信
夫
の
学
問

先
生
は
柳
田
先
生
と
学
問
を
同
じ
く
し
て
民
俗
学
を
や

つ
た
人
だ
け
れ
ど
、
柳
田
先
生

は
民
俗
学

一
本
で
す
。
例
え
ば
、
柳
田
先
生
は
桃
太
郎

っ
て
い
っ
た
ら
桃
太
郎
の
話
を
ば

あ

っ
と
集
め
る
。
そ
し
て
自
分
の
結
論
を
ぱ

つ
と
出
す
。
そ
の
結
論
は
非
常
に
す
ば
ら
し

い
。
そ
う

い
う
人
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
折
口
信
夫
と

い
う
人
は
、
今
、
私
が
し
ゃ
べ

っ
て

い
る
み
た

い
に

一
つ
の
話
、
神

の
話
を
す
る
と
、
あ

の
話
も
こ
の
話
も
、
国
文
学
の
色
ん

な
も
の
と
く

っ
つ
い
て
い
く
人
な
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
あ
る
意
味
で
は
総
合
的
に
わ
か
る
。
だ
け
ど
も
、
こ

つ
ち
の
頭
が
錯
乱
し

て
し
ま
う
か
ら
、
大
変
わ
か
り
に
く

い
点
も
出
て
く
る
の
で
す
。

神
と

い
う

一
つ
の
も

の
を
考
え
た
時
、
た

っ
た

一
つ
の
神
を
ず

つ
と
追

っ
て
行
き
ま
す

と
、
今

の
○

×
方
式

の
よ
う
に
、
答
え
は

一
つ
と

い
う
こ
と
に
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。
先

生
の
場
合
は
答
え
は

一
つ
じ

ゃ
な

い
。
答
え
が
無

い
場
合
は

「答
え
は
無

い
。
後
は
あ
な

た
方
が
研
究
し
な
さ

い
」
と

い
う
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

万
葉
集
の
解
釈

(14)



う
も

の
は
、
非
常
に
修
正
を
加
え
ら
れ
た
も

の
だ
」
と
先
生
は
言

っ
て
い
ま
す
①
何
回
も

何
回
も
天
皇
家

に
都
合

の
い
い
よ
う

に
修
正
し
削
除
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。こ

の
事
は
、
持
統
天
皇
紀

（持
統
五
年
人
月
）
に
で
て
き
ま
す
。
大
三
輪
氏
、
雀
部

氏
、
石
上
氏
、
藤
原
氏
、
石
川
氏
、
巨
勢
氏
、
膳
部
氏
、
春
日
氏
、
上
毛
野
氏
、
大
伴

氏
、
紀
伊
氏
、
平
群
氏
、
羽
田
氏
、
阿
部
氏
、
佐
伯
氏
、
釆
女
氏
、
穂
積
氏
、
阿
曇
氏
、

こ
の
十
人
氏
か
ら
纂
紀
を
取
り
寄
せ
て
い
ま
す
。
持
統
天
皇
が
何
故
、
纂
紀
を
取
り
寄
せ

た
の
で
し
ょ
う
。
纂
紀
と

い
い
ま
し
て
も
、
系
図
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
穂

積
と

い
う
村
が
あ
る
と
し
ま
す
と
、
そ
の
村
に
は
穂
積
氏
の
話
り
部
と

い
う

の
が

い
ま
し

た
。
そ
の
話
り
部
が
物
語

っ
た
こ
と
を
纂
紀
と
し
て
、
文
字
で
残
し
て
あ

っ
た
も

の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
を
十
八
氏
の
人
達
か
ら
持
統
天
皇
は
取
り
寄
せ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、

「
日
本
書
紀
を
作
る
時
に
、
こ
の
十
八
氏
の
略
歴
と
天
皇
家
の
も

の
と
ご
ち

ゃ
交
ぜ
に
い
た
し
ま
し
て
、

い
ら
な

い
と
こ
ろ
は
削
り
取

っ
て
、
大
事
な
所
は
み
な
奪

っ

て
、
万
世

一
系
と

い
う
本
を
作

っ
た
」
と

い
う
こ
と
を
先
生
は
非
常
に
強
調
さ
れ
ま
す
。

十
八
氏
の
物
語
の
中
で
、
天
皇
家
を
万
世

一
系
に
す
る
為
に
、
ど

の
く
ら

い
の
修
正
を
加

え
て
、
ど
の
く
ら

い
の
も

の
を
削

っ
た
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
稗
田
阿
確
を
連
れ
て

来
て
、
大
事
な
と
こ
ろ
だ
け
暗
記
さ
せ
て
う
ま
く
編
集
し
て
万
世

一
系

の
体
系
を
こ
し
ら

え
た
ん
で
す
。
　
口
」
ん
な
に
み
ご
と
に
や

っ
た
天
武
天
皇

の
創
作
力
と

い
う

の
は
驚
く
ば

か
り
で
あ
る
」
と
先
生
は
書

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
信
仰
を
持

っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
神
を
持

っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
暦
を
持

っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
統
治
し
て
い
た
。

そ
の
国
を

一
つ
に
ま
と
め
て
、
天
皇
家
の
国
の
初
め
か
ら
の
話
に
し
て
し
ま
お
う
と
言
う

ん
で
す
か
ら
大
変
な
作
業
で
す
よ
ね
。

で
す
か
ら
、
日
本
書
紀
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
本
当
な
の
か
分
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。

眉

つ
ば
も
の
で
あ
る
。
だ
け
ど
も
あ
れ
し
か
本
が
な

い
で
す
か
ら
、
あ
れ
か
ら
類
推
す
る

以
外
に
方
法
は
な

い
わ
け
で
す
。

先
生
が
他

の
学
者
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
小
説
も
書
く
し
、
詩
も
書
く
し
、
何
で
も
や
る

人
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
し
ま
す
と
ね
、
文
章
を
書
く
者

っ
て
い
う

の
は
ね
、

ど
う

い
う
時

に
ど
う
書
く

っ
て
い
う

の
は
、
感

で
わ
か
る
わ
け
な
ん
で
す
。
私
な
ん
か

も
、
も
の
書
き
で
す
か
ら
不
自
然
な
文
章
に
は
敏
感
で
す
。

日
本
書
紀
を
読
ん
で
ま
し
て
、
唐
突
に
変
な
詔
勅
が
で
て
き
た
り
す
る
と
、

「う
―
ん

変
だ
な
。
こ
れ
は
後
で
入
れ
た
も

の
だ
」
と
か
、
変
な
風
に
ち
ょ

っ
と
く

っ
つ
い
て
い
た

り
す
る
と
、
　
口
」
れ
も
後
か
ら
誰
か
が

つ
け
た
な
」
と
思
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
昔
は

コ
ピ

ー
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
み
ん
な
書
き
写
し
で
し
ょ
。
写
す
だ
け
で
は
め
ん
ど
く
さ
い
。

く
た
び
れ
ち

ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
ん
な
時
、
ち
ょ
っ
と
自
分
の
好
き
な
事
を
書
き
た

い

で
す
ね
。
だ
か
ら
、
勝
手
に
自
分
の
考
え
方
を
挿
入
す
る

っ
て
い
う
事
も
あ
る
ん
で
す
。

丁
寧
に
読
み
ま
す
と
、
万
葉
集
に
も
日
本
書
紀
に
も
結
構
み
ら
れ
ま
す
。
先
生
も
こ
れ
を

よ
く
見
付
け
だ
さ
れ
ま
す
。

総
合
的
解
釈

日
本
の
古
代
は
古
事
記
、
日
本
書
紀
、
万
葉
集
、
風
土
記
等
あ
ら
ゆ
る
も

の
総
合
し
て

考
え
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
。
万
葉
集
で
は
本
当
は
こ
う

い
っ
て
い
る
か
ら
、

「
じ

や
あ
、
こ
れ
と
こ
れ
は
く

っ
つ
く
か
な
」

「
民
俗
学
的
に
は
あ

の
町

へ
行

っ
て
山
尋
ね
が

あ

つ
た
か
ら
、
こ
れ
と
こ
れ
は
く

つ
つ
く
か
な
」
と

い
う
よ
う
に
。

「
君
が
行
き
け
　
長
く
な
り
ぬ
　
山
た
ね
づ
迎

へ
か
行
か
む
　
待
ち
に
か
ま
た
む
」

（万
葉
集
巻
二
、
八
五
）

こ
の
歌
は
先
生
に
よ
る
と
挽
歌
な
ん
で
す
よ
ね
。
だ
け
ど
恋

の
歌
だ
と

い
う
こ
と
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

「あ
な
た
の
お

い
で
に
な

っ
た
の
は
、
行

っ
て
か
ら
だ

い
ぶ
遠
く
に
な
り

ま
す
け
れ
ど
、
私
は
お
迎
え
に
行
こ
う
か
し
ら
。
そ
れ
と
も
家
で
待

っ
て
ま
し
ょ
う
か
」
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言

っ
た
ら
、
普
通
の
料
理
の
本
に
も
書

い
て
あ
る
と

い
う

の
で
す
。
人
間
の
肉

の
塩
幸

の

こ
と
を

「
し
し
び
し
お
」
と
言
う
ら
し

い
で
す
。
孔
子
さ
ん
は
自
分
の
弟
子
が
処
刑
さ
れ

て
陥
に
な

っ
て
食
卓

の
上
に
の
ぼ

っ
た
時
、

「
あ
あ
、
こ
れ
が
子
路
の
姿
か
も
う
臨
を
食

べ
る
の
を
や
め
よ
う
か
な
」
と
言

つ
た
話
な
ん
か
、
大
き
な
字
典
に
は

の

っ
て
お
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
日
本
で
も
食

べ
な

い
部
族
も

い
た
と
思
う
け
ど
、
食

べ
て
い
た
部
族
も

い
た
と
思

い
ま
す
。
日
本
に
は
た
く
さ
ん
の
部
族
が
い
ま
し
た
か
ら
ね
。

宍
人
部
の
宍
人
と

い
う
言
葉
を
先
生
の
全
集

の
中
か
ら
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ず

っ
と
調

べ
て
み
ま
し
た
ら
、

「
シ
カ
の
肉

の
こ
と
も
シ
シ
と
言

っ
た
。
イ
ノ
シ
シ
も
シ
シ
。
人
間

の
体
も
し
し
む
ら
と

い
う
。
食

べ
ら
れ
る
肉
と

い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
書
い

て
あ
り
ま
し

た
。
そ
う
し
ま
す
と
、
ど
ん
な
肉
で
も
食

べ
ら
れ
る
肉
だ

っ
た
ら
シ
シ
と

い
つ
た
と

い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
が
私
の
産
ま
れ
た
秋
田
で
は
ず
う
ず
う
弁
で
す
か
ら
、
し
し
で
も
な
け
り

や
、
す

す
で
も
な

い
。

「
す
し
す
し
」

つ
て
言
う
。
先
生
は

「
す
し
と

い
う
言
葉
は
そ
こ
か
ら
出

た
も

の
で
、
肉
を
保
存
す
る
た
め
に
、
も
ろ
み
発
酵
さ
せ
た
も

の
だ
」
と
言
う

の
で
す
。

も

っ
と
調
べ
て
み
た
ら

「
人
間
の
首
を
も
ろ
み

（膠
）
の
中
に
漬
け
て
天
子
様
が
大
事
に

食

べ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
」

つ
て
書

い
て
あ

っ
た
の
ね
。
誰
も
読
ま
な

い
か
ら
と
言

っ
た

っ
て
、
こ
ん
な
こ
と
書

い
て

「先
生
、
よ
く
ぞ
捕
ま
ら
な
か

っ
た
な
あ
」
と
思

い
ま
す
よ

ね
。

神
鰈

（ひ
も
ろ
き
）

里
見
　
が
短
編
で
す
け
ど

『
ひ
え
も
ん
と
り
』

っ
て
い
う
小
説
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
無
頼
者
が

「
お
れ
は
、
こ
れ
か
ら
死
ぬ
ぞ
」
と
処
刑
場

へ
威
張

っ
て
出
て
く
る
ん

で
す
。
そ
れ
で
首
を
差
し
延
べ
る
と
、
バ
サ
ッ
と
首
を
切
ら
れ
る
。
周
囲
で

「
ひ
え
も
ん

と
り
」
と
い
う
事
を
や
る
白

い
着
物
を
着
た
人
達
が
、

「刃
物
を
使

っ
ち
ゃ
い
け
な
い
」

掟
で
爪
で
掻
き
む
し

っ
て
そ
の
人
の
生
肝
を
と
る
。
取
り

っ
こ
す
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
で

「今
年
も
あ

い
つ
が

一
番
に
な

っ
た
ら
悔
し
い
か
ら
、
お
れ
が
今
年
は
取

っ
て
や
る
ぞ
」

っ
て
言
う
ん
で
す
。
山

の
よ
う

に
人
が
群
が

っ
て
、
掻
き
む
し

っ
て
肝
臓
を
取

っ
て
、

「
お
れ
が
取

っ
た
ぞ
」
と
言
う
。
そ
し
て
そ
の
肝
を
干
し
て
お
い
て
、
病
気

の
人
に
食

べ

さ
せ
る
大
事
な
薬
に
す
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
を

「
薬
食
」

（く
す
り
ぐ

い
）
と

い
う

の
で

は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

神
籠
は
、
今
で
は

「神

の
籠
」

っ
て
い
う
ふ
う
に
字
を
当

て
る
の
で
、
全
然
、
思

い
も

よ
ら
な

い
わ
け
で
す
が
、

「神
籠
、
ひ
も
ろ
ぎ
を
立
て
る
」

っ
て
、
よ
く
書

い
て
あ
り
ま

す
よ
ね
。
神
道

の
儀
式
に
関
係
す
る
も

の
で
、
な
ん
か
竹
垣
で
も
す
る
の
か
し
ら
と
思

い

ま
す
ね
。
先
生
は
神
籠
と
は

「肉

の
干
し
た
も

の
で
あ
る
」
と
言

っ
て
る
ん
で
す
。

出
石
神
社

の
神
宝
は
神
籠
で
、
熊

の
神
籠
で
あ
る
。
こ
れ
は
垂
仁
天
皇
紀
に
書

い
て
あ

る
ん
で
す
。

「熊

の
胆

（
い
）
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
」

つ
て
先
生
は
言

っ
て
い
ま
す
。

熊

の
胆
ね
。
熊

の
胆
の
う

で
す
か
、
干
し
た
も

の
で
す
。
平
安
朝
に
な
る
と
、

「
昨
」
と

い
う
字
を
書
く
よ
う
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
里
見
惇

の

「
ひ
え
も
ん
と
り
」

っ
て
い
う

の
は

「
神
籠
と
り
」

の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
知
れ
な

い
で
す

ね
。
私
は

「
ひ
え
も
ん
」

っ
て
い
う
か
ら
、
冷
え
た
も

の
、
死
ん
だ
人
を
と
る
、
そ
う

い

う
よ
う
に
解
釈
し
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
多
分
、
神
籠
で
す
ね
。

日
本
書
紀
の
編
纂

出
石
神
社

の
人
は
ア
メ
ノ
ヒ
ボ

コ
の
方
か
ら
来
た
漠
人
種

で
、
出
雲
の
人
と
ち

ょ
っ
と

違
う
ん
で
す
ね
。
出
雲
と
戦
争
し
た
り
、
仲
よ
く
な

っ
た
り
し
て
い
る
内
に

一
体
に
な

っ

て
、
出
雲
、
出
石
、
わ
か
ら
な
く
な

っ
ち

ゃ
う
ん
で
す
ね
。

日
本
の
神
話
を
読
み
ま
す
と
ほ
と
ん
ど
が
出
雲
、
出
石
の
神
話
で
あ
り
ま
す
。
ア
マ
テ

ラ
ス
神
話

っ
て
い
う

の
は
ほ
と
ん
ど
な

い
わ
け
で
す
や

「
こ
れ
は
多
分
、
日
本
書
紀
と

い

(12)



雲
の
方

ヘ
ス
パ
イ
と
し
て
送
ら
れ
ま
す
。
天
孫
族
は
出
雲
の
国
が
欲
し
く
て
色
々
と
ス
パ

イ
を
送
る
ん
で
す
。
ア
メ
ノ
ヮ
カ
ヒ
コ
と
い
う
人
と
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
と
い
う
人
は
ス
パ
イ
で

入

っ
て
、
最
終
的
に
は
出
雲

の
国
を
取

っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ア
メ
ノ
ワ
カ
ヒ
コ
の
場
合

は
、
天
皇
家
の
方
か
ら
高
木
の
神
と
い
う
人
の
命
令
で
ス
パ
イ
と
し
て
大
国
主
の
家

へ
入

っ
た
。
で
す
け
ど
大
国
主
は
彼
を
可
愛
が

っ
て
大
事
に
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
ア
メ
ノ
ヮ

カ
ヒ
コ
も
と
て
も
大
国
主
が
好
き
に
な

っ
て
、
大
国
主
の
娘
を
嫁
さ
ん
に
貰

っ
た
。
そ
し

て
、
こ
の
国
を
自
分
の
国
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
近
江
の

方
か
ら

「ど
う
な

っ
た
。
ど
う
な

っ
た
」

っ
て
聞
か
れ
て
も
何
も
返
事
を
し
な
か

っ
た
。

一暴
切
者
を
高
木
の
神
が
怒

っ
て
ア
メ
ノ
ヮ
カ
ヒ
コ
を
殺
す
ん
で
す
。
処
刑
さ
れ
る
わ
け
で

す
。
出
雲
の
方
で
は
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
お
葬
式
を
し
よ
う
と
思

っ
て
ま
す
と
、
近
江
か

ら
人
が
来
て
さ

っ
と
ア
メ
ノ
ヮ
カ
ヒ
コ
の
体
を
持

っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
ど
う
し
て
な
ん

だ
ろ
う

っ
て
思

っ
て
私
も
ず

い
ぶ
ん
考
え
た
ん
で
す
。
何
故
持

っ
て
行

っ
た
の
か
。
処
刑

し
た
ん
だ
か
ら
、
も
う
こ
の
ま
ま
ほ
っ
た
ら
か
し
と
い
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

こ
の
時
文
献
は
、
宍
人

（し
し
ひ
と
）
が
出
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
で
先
生
は
宍
人
を

な
ん
と
解
釈
し
て
い
る
の
か
な
と
思

っ
て
調
べ
て
み
ま
し
た
ら
、

「
の
ち
に
は
動
物
の
骨

と
肉
を
分
け
る
人
」
と
な

っ
て
い
る
ん
で
す
。
こ
こ
で
は
、
人
間
の
骨
と
肉
を
分
け
る
人

と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
ど
う
も
処
刑
し
た
人
肉
は
食
べ
て
い
た
ら
し
ん
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
が
段
々
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。

次
に
は
雄
略
天
皇
の
時
の
宍
人
部
が
、
何
故
作
ら
れ
た
か
と
い
う
と
、
あ
の
人
は
狩
が

好
き
だ

っ
た
か
ら
で
す
。
狩
り
に
行

っ
て
獲
物
を
と
る
。
狩
り
は
神
事
で
す
。
神
事
の

一

つ
と
し
て
狩
り
を
や
る
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
狩
り
を
や
る
最
初
の
朝

一
番
の
獲
物
を
神

に
捧
げ
て
み
ん
な
で
誓
い
を
立
て
る
。
こ
の
神
事
が
大
変
大
事
な
ん
で
す
。
何
故
大
事
か

と
言
い
ま
す
と
、
み
ん
な
弓
矢
な
ど
の
武
器
を
持

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
誰
を
殺
す
か
わ
か

ら
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら

「な
る
べ
く
動
物
だ
け
を
殺
す
よ
う
に
し
て
人
間
は
殺
さ

な
い
よ
う
に
」
と

い
う
誓

い
を
立
て
る
わ
け
で
す
。

雄
略
天
皇
は
狩
り
の
時
、

「
私
は
ナ
マ
ス
が
食

べ
た

い
」
と
言

っ
た
。
そ
う
し
た
ら
群

臣
が
震
え
上
が

っ
た
と

い
う

の
で
す
。
わ
か
ら
な

い
で
す
ね
。
謄

（ナ

マ
ス
）
が
食

べ
た

い
っ
て
言

っ
た
ら
、
ど
う
し
て
震
え
あ
が
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
と
に
か
く
、
ま
わ
り
の
も

の
が
震
え
上
が

っ
た
わ
け
で
す
。
雄
略
天
皇
は
そ
れ
を
見
て
、

「
む
か

っ
」
と
し
た
そ
う

で
す
。
そ
し
て

「怒

っ
て
、

い
き
な
り
側
に
い
た
双
者
を
殺
し
た
」

っ
て
書

い
て
あ
る
ん

で
す
。
そ
れ
が
ど
う
関
連
し
た
か
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
た
ぶ
ん
駅
者
を
ナ

マ
ス
に

す
る
の
に
宍
人
が
必
要
だ

っ
た
ら
し
く
、
宍
人
部

の
話
が
で
て
く
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る

と
あ
ん
ま
り
よ

い
話
じ
ゃ
な

い
で
す
が
処
刑
し
た
人
を
食

べ
た

っ
て
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
す
ね
。

こ
の
間
も
中
国
で
紅
衛
兵
が
人
肉
を
食

べ
ち

ゃ
っ
た

っ
て
い
う
話
が
あ

っ
た
で
し
ょ
。

漠
人
種

っ
て
い
う

の
は
最
近
ま
で
食
べ
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
わ
か

っ
て
き
た

ん
で
す
。
漠
人
種

の
漠

っ
て
い
う
字

の
さ
ん
ず

い
を
取

っ
た

「
莫
」
と

い
う
字
は
、

「手

足
を
縛

っ
て
焼
き
殺
す
」
と

い
う
意
味
な
ん
で
す

っ
て
。

『字
統
』
で
有
名
な
白
川
静
が

書

い
て
い
ま
す
。

し
し
び
し
お

で
す
か
ら
、
多
分
食

べ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
思

っ
て
、
中
国
人
が
書

い
た

『
呪

わ
れ
た
中
国
人
』
と

い
う
本
を
読
ん
で
み
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
克
明
に
書

い
て
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、
孔
子
様
が

「
醜
が
大
好
き
だ

っ
た
」
と
書

い
て
あ
る
ん
で
す
。
こ
の
字

読
め
な
く
て
、
字
引
き
を
引

い
た
ら

「
し
し
び
し
お
」

っ
て
読
む
ん
だ
そ
う
で
す
。
意
味

は

「
人
間
の
肉
を
刻
ん
で
塩
幸
に
し
た
も
の
」
と
あ
り
ま
し
た
。
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

普
通
の
漠
和
辞
典
で
す
よ
。

私
の
娘
は
と
て
も
料
理
に
詳
し
い
の
で
、

「
し
し
び
し
お
を
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
よ
」
と
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祝
詞

・
寿
詞

（の
り
と

・
よ
ご
と
）

先
年
の
昭
和
天
皇
崩
御
の
時
、
寝
を
し
ま
し
た
。
ま
だ
記
憶
が
お
あ
り
で
し
ょ
。
そ
し

て
、
歌
舞

・
舞
曲
を
や
り
ま
し
た
。
上
か
ら
下
へ
宣
下
す
る
の
は

「祝
詞
」
で
す
。
下
か

ら
上

へ
申
し
上
げ
る
の
は

「寿
詞
」
と
い
い
ま
す
。
寿
詞
の
〃
よ
　
と
い
う
の
は
、
霊
魂

を
差
し
上
げ
ま
す
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
死
ん
だ
人
に
魂
が
の

り
移

っ
て
再
生
復
活
す
る
。
そ
れ
を
こ
の
前
の
昭
和
天
皇
の
時
は
謀

（る
い
）
と
し
て
奏

上
い
た
し
ま
し
た
。

は

ら

え
で
す
か
ら
、
魂
を
復
活
さ
せ
る
に
は
、
こ
ち
ら
の
魂
を
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

わ
け
で
す
。
例
え
ば
先
生
に
言
わ
せ
る
と
、

「楔
は
、
悪
い
も
の
を
祓
、
流
す
も
の
で
は

な
い
。
水
の
魂
を
着
け
る
。
水
の
清
ら
か
な
い
い
魂
を

つ
け
て
、
差
し
出
す
行
事
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
き
た
な

い
も

の
を
落
と
す
の
を

「
は
ら
え
」
と

い
う
。

「
は
ら

う
」
と
言
わ
な
い
で

「
は
ら
え
」
と
い
う
。
何
故
か
と
い
う
と
、
人
に
や
つ
て
も
ら
う
し

か
な

い
。

つ
ま
り
神
主
さ
ん
に
祓

っ
て
も
ら
う
。
だ
か
ら

「
は
ら
え
」
と

い
う

の
で
あ

る
。
そ
れ
で
楔
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
は
水
の
き
れ
い
な
魂
を
体
に
着
け
る
。
そ
れ
を

結
ん
で
斎
籠

（
い
わ
い
こ
め
）
め
て
い
い
魂
を
差
し
出
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
う

い
う
こ
と

が
、
日
本
の
信
仰
の
中
に
あ

つ
た
わ
け
で
す
。
今
で
も
色
ん
な
神
社
で
や
っ
て
い
ま
す
ね
。

末
子
相
続

そ
の
後
に
な
り
ま
す
と
、
段
々
神
と
い
う
も
の
が
人
間
に
な

っ
て
く
る
の
で
す
。
人
間

の
中
で
も
、
も

っ
と
も
威
力
が
強
い
も
の
を
神
と
崇
め
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
す
。
そ
れ

は
、
た
ぶ
ん
旧
約
聖
書
の
エ
ホ
バ
な
ん
か
と
同
じ
で
、
大
変
残
虐
な
人
を
指
し
た
と
思
う

の
で
す
。
旧
約
聖
書
に
は
人
間
の
長
男
と
牛
や
羊
が
産
ん
だ
初
子
は
神
の
所
有
物
で
あ
る

こ
と
を
し
き
り
に
書

い
て
い
ま
す
ゃ
日
本
で
も
そ
の
思
想
が
入

っ
て
き
て
い
る
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
長
男
が
位
を
取
る
と

い
う
こ
と
は
、
だ

い
ぶ
後
に
な

っ
て
か
ら
で
、
日
本
書
紀

を
読
み
ま
す
と
、
み
ん
な
末
子
相
続
で
す
。
今
で
も
南
方

の
方
で
は
、
末
子
相
続
と

い
う

の
が
あ
り
ま
す
ね
。

日
本
の
場
合
、
天
皇
家

の
系
図
を
よ
く
見
ま
す
と
末
子
相
続
で
す
。
男
兄
弟
が

い
る
と

す
る
と
、
長
男
は
神

の
所
有
物
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
長
男
が
子
供
を
生
ん
だ
時
も
や
は
り

長
男
は
神

の
所
有
物
と
さ
れ
ま
す
。
こ
う

い
う
形
が
ず

っ
と
続
き
ま
す
。
家

の
後
取
り
は

全
部
、
末

っ
子
が
と
る
わ
け
で
す
。
旧
約
聖
書
創
世
記
三
二
章
に
よ
る
と
、
神
は
ア
ブ
ラ

ハ
ム
に

「
長
男
の
イ
サ
ク
を
よ
こ
し
な
さ
い
」
と

い
い
ま
す
。
神

の
た
め
に
焼
き
殺
し
て

捧
げ
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
ま
す
。
イ
サ
ク
は
自
分
を
焼
く
薪
を
背
負
わ
さ
れ
父
の
ア
ブ
ラ

ハ
ム
は
火
と
殺
す
た
め
の
短
刀
を
も

つ
て
神
の
前
に
ゆ
き
ま
す
。

長
男
は
神
に
食

べ
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
。
神
の
も

の
で
す
か
ら
大
事
に
保
存
し
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。
片
端
に
な

っ
た
り
、
病
気
に
な

っ
た
も

の
は
、
神
は
い
ら
な

い
ん
で
す
。

神
は
完
全
無
欠
な
子
供
が
欲
し
い
ん
で
す
。
ゆ
え
に
大
事
に
育
て
よ
と

い
う
わ
け
で
す
。

日
本
で
も
長
男
は

「
甚
六
」
に
な
る
ほ
ど
お

っ
と
り
し
て
い
る
。
そ
れ
は

「
そ
う

い
う
習

慣
が
流
れ
て
き

て
、
神

の
も

の
だ

っ
た
か
ら
大
事
に
大
事

に
と
育

て
た
結
果
じ
ゃ
な

い
か

な
」
と
私
は
思
う
ん
で
す
。

雄
略
天
皇

の
場
合
も
末
子
相
続
で
す
。
こ
の
人
は
大
変
残
虐
な
人
で
し
た
。
誰
で
も
殺

し
た
、
じ

ゃ
ん
じ
ゃ
ん
殺
し
た
ん
で
す
。
武
烈
天
皇
な
ん
か
妊
婦

の
腹
を
裂

い
た
。
昔

の

王
者
と

い
う

の
は
か
な
り
残
虐
で
あ

っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
讃
え
ら
れ
て
い
た

の
で
は
な

い
か
と
思

い
ま
す
。

宍
人
部

（し
し
ひ
と
べ
）

ず

っ
と
神
代

の
方
に
遡
り
ま
す
が
、
ア
メ
ノ
ワ
カ
ヒ
コ
と

い
う
人
が
近
江
の
方
か
ら
出
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れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
古
事
記
に
は
蛭
子
を

「章
船
に
入
れ
て
流
し
や
り

つ
」
。
　
冨
邑

と

い
う
言

葉
も
大
国
主
系

の
言
葉
な
ん
で
す
。

「章
原
色
詐
男

（あ
し
は
ら
し
こ
を
）
」
と

い
う
名

前

の
人
が
そ
う
な
ん
で
す
。
善

（よ
し
）
悪

（あ
し
）
と
言
う
よ
う
に
、
章
と

い
う
言
葉

は
、
よ
く
な

い
と

い
う
意
味
を
含
め
ま
す
。
あ
し
ざ
ま
に
書
く
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
、
私
が
創
作
し
た
ん
じ
ゃ
な
く
て
持
統
天
皇
が

「あ
ん
な

い
や
な
奴
は
こ
ん
な

名
前
に
し
て
や
ん
な
さ
い
」
と
、
も
じ

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

エ
ビ

ス
を
言
代
主
に
当
て

る
の
も
そ
れ
で
す
。

魂
触
り

も
う

一
つ
は
魂
が
遊
離
す
る
と

い
う
こ
と
を
昔
の
人
は
考
え
た
。
魂
が
遊
離
す
る
と

い

う

の
は
、
あ
る
べ
き
所
に
魂
が
入

っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
死
ん
だ
り
病
気
し
た
り
す

る
と

い
う
ふ
う
に
考
え

て
い
た
。
そ
れ
で
、
魂
を
呼
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
タ

マ
マ

ギ
と

い
う

の
を
し
ま
す
。
天
照
大
神
が
岩
戸
の
中

へ
隠
れ
た
と

い
う
話
が
あ
り
ま
す
が
、

先
生
は

「魂
が
遊
離
し
て
あ
そ
こ
に
隠
れ
た
ん
だ
」
と
言
う
わ
け
で
す
。
そ
こ
へ
天
の
宇

受
賣
と

い
う
今
で
い
う
ス
ト
リ

ッ
パ
ー
み
た

い
な
女
の
人
が
出
て
来
て
、
あ
そ
こ
の
前
で

ヌ
ー
ド
で
踊
り
を
踊
り
ま
す
。
こ
れ
を

「魂
ふ
り
」
と

い
い
ま
す
。
岩
戸
の
中
に
、
魂
が

遊
離
し
た
人
が
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
前
で
ア
メ
ノ
ウ
ズ

メ
と

い
う
人
が

棉
を
伏
せ
て
笹
の
葉
を
か
け
て
、
そ
の
上
に
立

っ
て
踊
る
わ
け
で
す
。
そ
の
時
に
、
桶
の

上
を
踏
み
ま
す
。

今
で
も
能
楽
で
踏
み
ま
す
ね
。
あ
れ
は
下
の
霊
魂
を
上
に
付
着
さ
せ
る
。
能
の
場
合
は

舞
台
が
あ
り
ま
す
ね
。
舞
台
の
下
に
奏
、
甕
棺
が
埋
け
て
あ
り
ま
す
。
奏
棺
墓
、
こ
こ
の

上
で
踏
む
わ
け
で
す
。
能
の
所
作
な
ん
て
本
当
に
何
も
な

い
ん
で
す
。
サ
シ
と
、
ヒ
ラ
キ

と
、
左
右
、
こ
れ
し
か
型
が
な

い
ん
で
す
。
私
も
長
年
や
り
ま
し
た
。
た
だ
踏
む
場
所
が

ど
こ
か
、
そ
れ
が
と
て
も
大
事
な
ん
で
す
。
魂

の

一
番
強

い
所
で
ふ
ま
な
け
れ
ば

い
け
な

い
の
で
す
。

今
で
は
い
い
音
を
出
す
為
に
甕
を
埋
け
て
い
ま
す
が
、
実
は
そ
う
で
は
な

い
。
折
口
先

生
は

「舞
は
も
と
墓
の
上
で
行
う
も

の
、
芝
居
は
芝
の
上
で
や
る
も

の
で
あ
る
。
全
く
異

な
る
演
劇
で
あ
る
。
墓
の
上
の
霊
の
強

い
と
こ
ろ
で
踏
み
自
分
の
霊
を
体
に
付
け
る
。
そ

し
て
舞
を
舞

っ
て
魂
鎮
め
を
す
る
」
と
言

っ
て
い
ま
す
。

ア
メ
ノ
ウ
ズ

メ
は
魂
鎮
め
を
す
る
た
め
に
、
桶
の
中
の
地
霊
を
踏
み
起
し
て
、
自
分
の

体
に
憑
け
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
身
に
つ
い
た
魂
を
天
照
に
衝
突
さ
せ
る
。
魂
を
衝
突
さ

せ
る
こ
と
を

「魂
ふ
り
」
と

い
い
ま
す
。

「触
り
」
と
書
く
と
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
魂
が

衝
突
す
る
。
そ
う
す
る
と
天
照
に
魂
が
く

っ
つ
い
て
、
再
生
復
活
し
て
岩
戸
か
ら
出
て
く

る
。
そ
う

い
う
こ
と
を
神
事
と
し
て
や

っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
を

「魂
お
ぎ
」
と
か
、

「魂
ま
ぎ
」

と
か
、

「魂
呼
ば
ひ
」
と
か
、
そ
う

い
う
言
葉
で
い
い
ま
す
。

山
尋
ね

津
山
の
方
で
は
、
逝

っ
た
方
の
霊
を
尋
ね
て
行
く
と

い
う
よ
う
な
行
事
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
山
里
の
方
で
は
ま
だ
や

っ
て
い
る
所
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
山
の
彼
方

に
魂
が
遊
離
し
て
し
ま

っ
た
の
で
、
山

へ
尋
ね
て
行
く
も

の
で
す
。
魂
を
呼
び
に
行
く
。

そ
の
時
た

い
て
い
老
人
が
行
く
ん
で
す
。
白

い
着
物
を
着
て
杖
を
持

っ
て
行
き
ま
す
。
杖

と

い
う

の
は
地
を
突
く
も

の
で
す
。
地
を
突

い
て
地
霊
を
憑
け
る
の
で
す
。
杖
と
か
矛
と

か
を
持

っ
て
地
面
を
突
い
て
自
分
に
、
い
い
魂
を
憑
け
て
、
魂
を
呼
び
に
行
く
わ
け
で
す
。

山
に
行

っ
て
魂
を
呼
ぶ
と
、
な
ん
か
身
に
応
答
が
あ

っ
た
と
思

っ
て
帰

っ
て
来
た
時
、
生

き
返

っ
た
例
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
仮
死
状
態

の
時
に
、
も
う
死
ん
だ

と
思

っ
て
七
日
七
夜
や

っ
て
再
生
復
活
を
待

っ
た
の
で
す
。
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蛭
子

（ひ
る
こ

・
え
び
す
）

イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
が
産
ん
だ
子
供
の
中
に
ヒ
ル
コ
が
お
り
ま
す
。
天
御
柱
を
イ
ザ

ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
が
廻

っ
て
、

「あ
な
に
や
し
　

えヽ
を
と
こ
を
」

「あ
な
に
や
し
　

えゝ
娘

子

（お
と
め
）
を
」
と
女
の
方
が
先
に
言

っ
て
男
の
方
が
後
で
言

っ
た
。
本
来
、
男
が
先

に
言

っ
て
、
女
が
後
か
ら
言
う
の
を
逆
に
唱
え
た
の
で
ヒ
ル
コ
が
産
ま
れ
た
。
ヒ
ル
コ
は

章
船
に
入
れ
て
捨
て
て
し
ま

っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
蛭
子
と
書

い
て
、

「え
び
す
」
と
読
み
、
蛭
子
神
社
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

こ
れ
も
古
事
記
の
場
合
は
物
語
り
だ
け
で
す
け
ど
、
日
本
書
紀
の
方
に
な
り
ま
す
と
歌

が
出
て
お
り
ま
す
。

「か
ぞ
い
ろ
は
　
憐
れ
と
見
ず
や
　
ひ
る
の
子
は
　
一二
年
に
な
り
ぬ
　
足
立
た
ず
し
て
」

先
生
は
、

「足
が
立
た
な
い
つ
て
、
ヒ
ル
コ
の
ヒ
ル
は
ヒ
ビ
ル
の
ヒ
ル
か
な
。
ち
ょ
っ

と
わ
か
ら
な
い
。
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
私
は
す
ぐ
分
か

っ
た
ん
で
す
。

「
ル
」
は
日
本

人
は
好
み
ま
せ
ん
。

「
や

つ
ぱ
り
」
と
言
わ
な
い
で
、

「
や
っ
ぱ
し
」
と
言

っ
た
り
す
る

で
し
ょ
。

「ら
り
る
れ
ろ
」
の
言
葉
を
あ
ま
り
好
ま
な
い
。
た
い
て
い
省
略
し
よ
う
と
し

ま
す
。
ヒ
ル
コ
は
の
ち
は
ヒ
ッ
コ
。
足
立
た
ず
し
て
、
ビ

ッ
コ
な
の
で
す
。
ビ

ッ
コ
と
い

う
言
葉
は
今
は
言

っ
て
は
い
け
な
い
よ
う
で
す
が
。

「足
」
偏
に
皮
で
跛
行
。
当
地
で
は
何
と
お

っ
し
ゃ
る
の
か
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
静
岡

の
方
で
は
歪
む
こ
と
を

「え
む
」
と
い
い
ま
す
。
　
フ
」
の
器
は
え
ん
じ
ま

つ
た
よ
」
お
も

し
ろ
い
言
葉
を
使
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
静
岡
の
方

へ
嫁
に
行
き
ま
し
た
も
の
で
、
「え
む
」
は
歪
む
こ
と
と
知
り
ま
し
た
。

蛭
子
は

「え
ん
」
だ
子
。
歪
ん
だ
子
び

っ
こ
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
足
が
立
た
な
く

て
、
か
た
ち
ん
ば
で
、
歪
ん
で
し
ま

つ
た
人
。
え
む
子
　

たゝ
み
し
　

えゝ
び
す
　
で
す
。
そ

う
い
う
の
が
産
ま
れ
た
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
こ
れ
を
蛭
子

（え
び
す
）
神
社
と
呼
ん
で
、
言
代
主
と

一
緒
に
祀

っ
た
わ

け
で
す
。
言
代
主
は
、
出
雲
の
系
統
で
敵
に
な
り
ま
す
。
敵
に
な
る
人
の
こ
と
を
お
と
し

め
て
い
い
ま
す
。

直

（た
て
）
系
と
横
系

言
代
主
や
大
国
主
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
た
て
系
で
は
な
く
横
系

の
神
様
で
す
。
天
皇

家
は
万
世

一
系
で
直
系

の
神
様
で
す
。
大
国
主
と

い
う

の
は
、
民
主
主
義
者
だ
か
ら
横

の

連
帯
を
大
事
に
し
ま
す
。
出
雲
を
本
拠
地
と
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど

先
生
は
、

「紀
州
か
ら
九
州
ま
で
大
国
主
が
統
治
し
て
い
た
」
と
言
う
ん
で
す
。
紀
州
か

ら
南
は
全
部
大
国
主
が
統
治
し
て
い
た
。
調
べ
て
み
る
と
確
か
に
そ
う

で
す
。
　

播
磨
国

風
土
記
を
調
べ
る
と
そ
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
天
の
香
具
山

の
名
は
ど
う
も
出
雲
系

の

カ
グ

ハ
カ
と

い
う
所
か
ら
来
た
地
名
ら
し
い
の
で
す
。
と
す
る
と
神
格

の
あ
る
山
で
、
出

雲

の
系
統
の
神
様
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
神
武
天
皇
が
入

っ
て
来
た
時
、

こ
の
上
が
欲
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
。
変
装
し
て
ま
で
、
こ

つ
そ
り
盗
ん
で
取
り
に
行
こ

う
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ほ
ど
、
出
雲
の
神

の
大
事
な
物
実
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
殆
ど
大
国
主
の
領
域
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
文
献
を
調
べ
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
神
社
は
大
国
主
を
祀

っ
て
い
ま
す
。
大
国
主
と

い
う

の
は
横
の
連
帯
を
持

つ

か
ら
、
統
治
で
き
る
の
で
す
。
何
処
で
命
令
す
る
か
。
そ
の
頃
ど
う

い
う
命
令
形
態
を
持

っ
て
い
た
の
か
。
八
百
万
の
神
様
は
常
に
相
談
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
相
談
し
て
は

派
遣
す
る
。

十
月
に
神
が
集
ま

っ
て
相
談
し
て
散

っ
て
行
く
。
そ
う

い
う
こ
と
を
ず

つ
と
や

つ
て
い

た
横
の
関
係
で
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
天
皇
家
は
直
系
で
す
か
ら
大
の
よ
う
に
命
令
に
無

条
件
に
従
う
こ
と
を
こ
の
み
、
横
は
み
ん
な
悪

い
ん
で
す
。
横
暴
だ
、
よ
こ
し
ま
だ
、
横

車
を
押
す
だ
、
横
柄
だ
と
か
ど

い
う

「横
」
と

い
う
言
葉
は

い
い
意
味
で
は
使
わ
な

い
。

権
力
を
取

っ
た
人
と
追
わ
れ
た
人
と

い
う

の
は
、
非
常
に
微
妙
で
後
世
ま
で
い
じ
め
ら
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行

っ
て
も
牛
が

い
っ
ぱ

い
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
お

っ
ぴ
ら
に
牛
を
祭
る
と

い
う
よ
り

は
、
ち
ょ
つ
と
隠
し
加
減
に
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
多
分
、
天
皇
家
の
方
が
強

く
な
り
ま
し
て
、
物
部
系
が
弱
く
な

っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

物
部
の
物

っ
て
い
う
字
は

「牛
」
偏
で
す
よ
ね
。
牛
と
物

（霊
）
は

つ
な
が

っ
て
い
る

ん
で
す
。
ウ
ル
シ

ュ
メ
ー
ル
の
文
化
を
み
ま
す
と
、
牛
は
霊
物
で
す
。
勿
は

ハ
ー
プ
の
こ

と
で
し
ょ
う
。
琴
を
弾

い
て
、
牛
信
仰
の
人
は
神
懸
り
を
し
ま
す
。
こ
う

い
う
神
憑
り
の

信
仰
が
日
本
に
は
ず

っ
と
あ

っ
た
わ
け
で
す
。

つ
ま
り
、
貝
か
ら
神
に
な
る
よ
う
に
。
そ
の
こ
ろ
は
、
動
物
信
仰
と

い
う

の
が
あ
り
ま

す
。
蛙
の
信
仰
、
蛇
の
信
仰
な
ど
で
す
。
牛

の
信
仰
者
と
蛇
の
信
仰
者
は
仲
が
良
く
て
結

婚
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
ウ
ル
シ

ュ
メ
ー
ル
の
紀
元
前
三
、
○
〇
〇
年
、
今
か
ら
五
、
六
〇

〇
〇
年
前

の

「
円
筒
印
章
」
に
、
牛
と
蛇

の
結
婚
図
が
た
く
さ
ん
で
て
く
る
こ
と
か
ら
わ

か
り
ま
す
。

日
本
で
も
ス
サ
ノ
ヲ
命
と
い
う
人
は
、
人
岐
大
蛇
の
蛇

（
つ
ち
）
の
人
と
結
婚
し
ま
す
。

だ
か
ら
牛
と
蛇
の
仲
良
し
と

い
う

の
は
、
日
本
ま
で
入

っ
て
き
て
い
る
文
化
と

い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

や
は
り
、
壱
岐

へ
行

っ
た
時
の
こ
と
で
す
が
、
猿
が
い
っ
ぱ

い
い
る
と

い
う

の
で
男
岳

神
社

へ
連
れ
て
行

っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
後
ろ
の
方
に
は
牛
が
い
っ
ぱ

い
お
り
、
蛇
と
牛

の
合
体
し
た
石
も

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
牛
と
蛇
は
く

っ
つ
い
て
結
婚
を
す
る
。
そ
う

い
う
神

々
も

い
た
わ
け
で
す
。
そ
の
人
達
は
出
雲

の
系
統
の
人
達
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
シ
シ
の
信
仰
と

い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
信
仰
で
す
。
ラ
イ
オ
ン

の
こ
と
を

「
シ

ェ
ン
ガ
ー
」
と

い
い
ま
す
。

「
駿
河
」
と
書

い
て
、
ラ
イ
オ
ン
と

い
う
意

味
だ
そ
う
で
す
。
麦
は
よ
く
見
る
と
、
ラ
イ
オ
ン
の
顔
を
し
て
ま
す
ね
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
町
の
名
も
ラ
イ
オ
ン
で
す
。

動
物
信
仰
の
神
々
も
沢
山
入

っ
て
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
国
土
が
狭
く
て
喧
嘩
し
て
大

変
な
も
の
で
す
か
ら
、
～こ
の
人
達
が
次
第
に
結
婚
し
、
融
合
し
て
多
神
教
に
な
る
わ
け
で
す
。

旧
約
聖
書
を
読
み
ま
す
と
、
本
当
に

一
神
教
で
す
。

エ
ホ
バ
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い

人
は
み
な
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

「減
ぼ
す
こ
と
が
正
し
い
こ
と
だ
」
と
し
き
り
に
書

い
て
お
り
ま
す
。
旧
約
聖
書
に
牛
が
出
て
き
ま
す
。
だ
け
ど
、

「牛
は
祀

っ
て
は
い
け
な

い
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
旧
約
聖
書
の

一
神
教
と
い
う
の
は
、
日
本
と
は
違
い
ま
す
。
日
本
に
は
他

部
族
が
い
っ
ぱ
い
流
れ
込
ん
で
き
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
列
島
の
中
で
仲
よ
く
暮
ら
し
て

行
く
に
は
多
神
教
に
な
る
し
か
な
か

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
沢
山
の
神
々
が
婚

姻
に
よ

っ
て
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

舎
人

・
采
女

。
日
置
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一
つ
に
は
、
天
皇
家
の
政
策
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
　
Д
口人
」

「釆
女
」
と
い
う
も

の
を
組
織
し
て
、

「国
造
」
の
と
こ
ろ
か
ら
召
し
上
げ
ま
す
。
信
仰
上
の
君
主

（国
造
）

の
長
男
長
女
は
、
た
い
て
い
こ
れ
を
舎
人
、
来
女
と
し
て
差
し
出
せ
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ

う
す
る
と
、
こ
の
人
は
こ
の
国
造
の
持

っ
て
い
る
信
仰
と
天
皇
家
の
信
仰
と
両
方
を
祭
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
し
て
あ
る
時
、
お
宿
下
が
り
を
し
て
、
そ
こ
に
舎
人
部
と
い
う

の
を
こ
し
ら
え
て
、
天
皇
家
の
支
配
地
と
す
る
。
こ
の
舎
人
は
何
を
す
る
か
と
い
う
と
、

天
皇
家
の
暦
の
普
及
者
で
す
。
こ
れ
を
日
置
部
と
言
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
信
仰
の
普
及
、
神
の
普
及
を
ず

っ
と
拡
げ
て
い
き
ま
す
と
、
い
き

お
い
、
こ
こ
の
国
造
の
持

っ
て
い
る
神
様
と
天
皇
家
の
持

っ
て
い
る
神
様
と
が
ド
ッ
キ
ン

グ
し
ま
す
。
で
す
か
ら
何
処
の
神
社

へ
行

っ
て
も
神
様
が
重
な

っ
て
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。

色
々
な
神
様
が
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
諸
国
の
舎
人
達
が
普
教
し
て

歩
い
た
か
ら
で
す
。
こ
う
し
て
色
々
な
神
様
が
集
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
ど
ん
ど
ん
上

へ
乗

せ
て
行
き
ま
す
。
こ
れ
が
日
本
の
信
仰
の
形
で
す
。



い
。

「
じ
や
あ
ど
う
し
て
か
。
」
と
神
懸
か

っ
て
聞
き
ま
す
と
、
大
物
主
を
祀
ら
な
い
か

ら
だ
と
い
う
。

動
物
信
仰

大
物
主
と
い
う
の
は
出
雲
の
神
様
で
す
。
出
雲
の
神
様
と
い
う
は
、
当
時

一
番
強
か

っ

た
の
で
す
。

つ
ま
り
物
都
系
と
い
い
ま
す
か
、
後
の
中
臣
系
で
す
。
あ
の
人
達
が
日
本
の

原
住
民
で
し
た
。
大
物
主
も
そ
の
系
統
の
蛇
身
の
神
で
す
。
ス
サ
ノ
ヲ
も
む
ろ
ん
原
住
民

で
す
。
ス
サ
ノ
ヲ
は
牛
の
信
仰
者
で
す
。
今
で
も
牛
の
角
を

つ
け
て
い
る
兜
が
あ
る
よ
う

に
牛
の
信
仰
と
い
う
も
の
は
ず

っ
と
続
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
何
処
か
ら
来
た
信
仰
か

と
言
い
ま
す
と
、
ど
う
も
ウ
ル
シ
ュ
メ
ー
ル
、
西
ア
ジ
ア
の
方
か
ら
来
た
信
仰
の
よ
う
で

す
。
む
ろ
ん
朝
鮮
や
中
国
を
経
由
し
て
入

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
ウ
ル
シ
ュ
メ
ー
ル
の
文

化
が
い
き
な
り
入

っ
て
き
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
ず

つ
変
化
し
な
が
ら
日
本

へ
入

っ
て
き
て
定
着
し
た
の
で
す
。

牛
の
こ
と
を
万
棄
集
で
牡
牛

（
コ
ッ
ト
イ
）
と
い
い
ま
す
。
ゴ

ッ
テ
牛

っ
て
い
う
所
な

い
で
す
か
。
あ
り
ま
す
で
し
ょ
。
そ
れ
訛
り
で
す
。
ゴ

ッ
ト
、
コ
ツ
テ
、
コ
ツ
ト
イ
と
か

言
い
ま
す
。

有
名
な
業
平
の
歌
に

「名
に
し
お
は
ば
　
い
ざ
言
問
は
む
都
鳥
　
我
思
ふ
人
は
あ
り
や

な
し
や
と
」
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。　
薯
口問
い
橋
」
は
牡
牛
橋
に
相
違
な
い
と
思
っ
て
、

調
べ
て
み
ま
す
と
、
言
間
橋
の
た
も
と
に
大
き
な
牛
島
神
社
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

大
き
な
牛
が
二
頭
ど
ん
と
い
ま
し
た
。
浅
車
あ
た
り
の
人
達
に
話
を
聞
き
ま
し
た
ら
、

「浅

草
で
お
祭
り
が
あ
り
ま
す
と
、
言
問
橋
を
渡

っ
て
必
ず
牛
島
神
社
の
牛
を
撫
で
て
帰
え
ら

な
き
ゃ
い
け
な
い
」
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
牛
信
仰

っ
て
い
う
も
の
は
定
着
し
て
い

ま
す
。

こ
の
間
、
壱
岐
の
国

へ
行
き
ま
し
た
。
牛
が
い
っ
ぱ
い
お
り
ま
し
た
。
何
処
の
神
社

ヘ



い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
大
き
な
声

で
言

っ
た
ら
、
本
当
に
お
縄
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
平
気
で

言
う
人
で
し
た
。
だ
け
ど
も
不
思
議
な
こ
と
に
、
先
生
は
宮
廷

の
こ
と
を
調
べ
て
い
た
せ

い
か
、
非
常
に
大
事
に
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
国
電
、
昔
の
省
線

の
中
で
、　
一
兵
卒
が
殴
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
た
ま
り
か

ね
て

「
や
め
ろ
」
と
言

っ
た
ら
、
殴
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
家
に
帰

っ
て
き
て

「悔
し
い
、

悔
ｔ
い
」

っ
て
言

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
が
二
、
三
回
あ

っ
た
よ
う
で
す
。
　

ま

た
、

「あ
ら
ひ
と
神
事
件
」
と

い
い
ま
し
て
、
久
米
正
雄
と

い
う
作
家
が
満
洲
国
皇
帝
の

こ
と
を
文
学
報
国
会
で

「あ
ら
ひ
と
神
」
と
形
容
し
た
こ
と
で
問
題
と
な

っ
た
。
憲
兵
が

取
り
巻

い
て
い
る
会
議

の
席
上
で
、
最
後
に
先
生
が

「
私
ど
も

の
国
で
は
あ
ら
ひ
と
神
と

申
し
ま
す
と
、
神
ご

一
人
の
こ
と
を
申
し
あ
げ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現

（あ
き
）

つ

人
神
と
申
し
上
げ
る
時
は
、
こ
れ
は
ま
た
違

い
ま
す
」
と
言

っ
た
ら
、
び

っ
く
り
し
て
憲

兵
が
皆
帰

っ
た
。
そ
れ
で
久
米
正
雄
は
助
か

っ
た
と

い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

本
当
は
正
し
い
こ
と
を
き
ち
ん
と
言
う
人
な
ん
で
す
。
だ
け
ど
も
、
ず

っ
と
先
生
は
皇
国

史
観
だ
と
言
わ
れ

つ
づ
け
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ち

ゃ
ん
と
調
べ
る
と
皇
国
史
観
で

は
な
い
ん
で
す
。

暦
の
普
及

ス
サ
ノ
ヲ
が

「あ
お
山
を
　
か
ら
山
な
す
ほ
ど
に
鳴

い
た
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
が
、

他
部
族
と
結
婚
す
る
と
そ
う

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
何
故
う
ま
く
行
か
な

い
の
か
。

信
仰
が
違
う
か
ら
だ
。
信
仰
が
違
う
ほ
ど
気
味
の
悪

い
も

の
は
な

い
の
だ
そ
う

で
す
。
隣

の
村
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
、
変
な
も

の
を
祭

っ
て
、
変
な
こ
と
を
唱
え
る
。
そ
れ
だ

け
で
気
味
が
悪

い
。
ま
た
、
や
た
ら
に
隣
の
村
に
入

っ
て
行
く
と
、
他
部
族
だ
か
ら
殺
さ

れ
る
と

い
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。

村
々
は
そ
れ
ぞ
れ
が
国
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
古

い
文
献
で

「
国
」
と

い
う
こ
と
ば
が

で
て
き
た
ら
、
そ
れ
は

「
一
村

一
回
」

の
こ
と
で
、
皆
信
仰
が
違

っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
で

「
国
造
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
の
で
す
。
国
造
と

い
う

の
は

「信
仰
上
の
君
主
」

と

い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
そ
の

一
国
の
信
仰
上
の
君
主
は
何
を
や

っ
て
い
た
の
か
と

い

う
と
、
毎
年

々
始
に

一
国
の
暦
を
作

っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
暦

（
こ
よ
み
）

の
普
及
を
第

一
番

の
仕
事
と
し
て
い
た
。
今
で
言
う
と
暦
は
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
が
、
昔
の
暦
は
そ
う
じ

や
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
日
は
雨
が
降
る
と
か
、
こ
の
日
は
嵐
が
く
る
と
か
、
こ
の
日
は
取

り
入
れ
を
し
な
さ
い
と
か
、
こ
の
日
は
山

へ
入
ち

ゃ
い
け
な

い
と
か
、
た
く
さ
ん
の
禁
止

事
項

。
こ
と
わ
ざ
を
含
め
た
よ
う
な
、　
一
年
の
生
き
る
方
針
を
指
導
す
る
も
の
だ

っ
た
の

で
す
。

先
生
に
よ
れ
ば
、

「
天
皇
さ
ん
も
自
分
の
暦
を
普
及
す
る
た
め
に
、
そ
の
仕
事
を
や

っ

て
い
た
」
と
言
う

の
で
す
。

つ
ま
リ
シ
ャ
ー

マ
ン
で
す
か
ら
、
皆
、
神
懸
か
り
し
て
暦
を

こ
し
ら
え
る
わ
け
で
す
。
当
た
ら
な

い
シ
ャ
ー

マ
ン
は
焼
き
殺
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
こ
れ

は
中
国
あ
た
り
で
焚
巫

（ふ
ん
ふ
）
と

い
わ
れ
ま
す
。
漠
字
が
こ
れ
だ
け
日
本
に
定
着
し

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
か
ら
、
沢
山

の
中
国
人
が
入

っ
て
来
て
い
た
は
ず
で
す
。
そ
し
て

自
分
の
暦
が

一
番
当
た
る
と
信
じ
る
わ
け
で
す
。
も
し
当
た
ら
な
い
場
合
は
、
バ
チ
が
当

た

っ
て
国
が
乱
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
も

い
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
も
崇
神
天
皇
紀
を
読
む
と
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
疫
病
が
は
や

っ
て

「
人
民

（お
ほ

み
た
か
ら
）
尽
き
な
む
と
し
き
」
と
書

い
て
あ
る
。
人
民
の
大
半
は
す
で
に
死
ん
だ
。
そ

し
て
、
苦
し
紛
れ
に
百
姓
は
流
離
し
反
乱
を
起
こ
す
も

の
も
出
て
き
た
。

「ど
う
し
て
で

し
ょ
う
か
」
と
神
に
お
う
か
が

い
を
立
て
た
ら
、
大
国
主
と
天
照
大
神
を

一
緒

の
と
こ
ろ

に
祀

っ
た
か
ら
だ
と

い
う
卦
が
出
た
。
そ
れ
で
大
国
主
と
、
天
照
大
神
に
巫
女
を

つ
け
て

祀
り
直
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
少
し
安
ら

い
で
き
た
け
れ
ど
、
寒
か
る
べ
き
時
に
暑
か

っ

た
り
、
暑
く
な
け
れ
ば

い
け
な

い
夏
は
寒
か

っ
た
り
し
て
、
や

っ
ぱ
り
う
ま
く

い
か
な



文
化
を
花
開
か
せ
た
。
猿
人
は
裸

で
す
が
、
ホ
モ
サ
ピ

エ
ン
ス
は
、

い
き
な
り
着
物
を

着
て
出
て
く
る
ん
で
す
。
新
人
は
、
猿
人
と
宇
宙
人
と
の
あ

い
の
子
と

い
う
は
な
し
で
す
。

宇
宙
人
を
天
神
と
し
、
神
と
人
と

の
あ

い
の
子
と

い
う
こ
と
で
す
。
今
で
も
人
間
は
空
を

飛
び
た
が
り
ま
す
ね
。
宇
宙

へ
行
き
た
が
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

つ
ま
り
地
球

の
外

へ

行
く

っ
て
い
う
こ
と
は
、
先
祖

の
国

へ
帰
り
た

い
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は

な

い
か
と
思
う

の
で
す
。

上
か
ら
神
様
が
降
り
て
く
る
と
い
う
話
は
天
つ
神
即
ち
宇
宙
人
が
天
降
る
ん
で
す
。
そ
の

話
を
リ
ア
ル
に
考
え
れ
ば
、
人
類
を
創
成
し
た
の
は
宇
宙
人
だ
と

い
う

こ
と
に
な
り
、

我
々
を
作

っ
た
人
達
は
上
か
ら
降
り
て
き
た
と
考
え

て
も
お
か
し
く
は
な

い
ん
じ
や
あ
な

い
か
と
思
う

の
で
す
。

こ
の
本
は
世
界
中
で
大
変
評
判
だ
そ
う

で
す
。
よ
く
売
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

歌
垣
と
市

先
生
は
天

つ
神
、
天
の
安
河
な
ど
天
と
地
と

い
う
も

の
を
、
非
常
に
リ
ア
ル
に
考
え
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
従

っ
て
、
天
上
の
話
を
地
上
の
話
に
比
定
し

「
天
の
安

の
河
は
地
上
で

は
近
江
の
国
野
州
郡
野
州
川
の
下
流
」

の
あ
た
り
と
非
常
に
は

つ
き
り
指
し
て
お
り
ま
す
。

だ
か
ら
神
話
の
場
合
は
、

「
天
上
の
話
と
地
上
の
話
は
全
部
比
定
さ
れ
て
書
か
れ
て
い
る

の
で
、
近
江
と
考
え
な
さ
い
」
と
先
生
は
言
う

の
で
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
話
は
、
近
江
の
国
と
出
雲
の
国
の
話
に
な

っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
と

い
う
名
前
で
す
が
、
イ
ザ

つ
て
い
う

の
は

「去
来
」
と
書
き
ま
す
。
こ
れ
は
セ
ッ
ク
ス
用
語
で
、

「成
人
、
成
女
、
子
を
産
む

こ
と
が
で
き
る
男
と
女
」
と

い
う
意
味
に
な
り
ま
す
る
。
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
で
す
。
　

昔
は

男
と
女
が
ど
う

い
う
ふ
う
に
結
ば
れ
た
か
と

い
い
ま
す
と
、

「市
」
を
た
て

「
歌
垣
」
を

す
る
こ
と
で
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

里
人
、
山
人
、
海
人
、
外
国
人
達
が
い
っ
ぱ
い
集
ま

っ
て
物
々
交
換
市
を
た
て
た
わ
け
で
す
。

何
故
、
歌
垣
を
す
る
か
と
言

い
ま
す
と
、　
一
つ
の
村
は
、
閉
鎖
さ
れ
た

一
つ
の
国
で
し
た

か
ら
、
そ
の
国
の
中
で
ば
か
り
結
婚
し
て
い
ま
す
と
、

い
い
子
が
産
ま
れ
な
く
な
る
。
新

し
い
血
を
入
れ
た
い
と

い
う
要
求
で
も
市
が
た

つ
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
外
国
人
も

い

っ
ぱ

い
入

っ
て
き
て
歌
垣
を
や
り
ま
し
て
、
気
に
入

っ
て
男
と
女
が
そ
こ
で
子
種
を
仕
込

ん
で
帰

っ
て
行
き
ま
す
。
そ
し
て
、
新
し
い
血
が
入

っ
た

い
い
子
が
産
ま
れ
る
の
で
す
。

そ
う

い
う
子
供
を
育
て
る
と
村
が
よ
く
な
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
生
物
の
発
展
の
本
能
的

な
も

の
で
す
。

そ
う

い
う
市
を
た
て
た
時
に
、
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
と

い
う
男
と
女
が
合
体
し
た
わ

け
で
す
。
そ
う
し
て
近
江

の
方
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
ス
サ

ノ
ヲ
み
た

い
な
す
ぐ
れ
た
子
が
産
ま
れ
る
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
イ
ザ
ナ
ミ
は
他
部
族

な
の
で
う
ま
く

い
か
な

い
も
ん
な
ん
だ
そ
う
で
す
。

子
供
を
置

い
て
逃
げ
出
す
と

い
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

つ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
彼
女

は
出
雲

へ
帰
る
わ
け
で
す
。
そ
う
し
ま
す
と
残

っ
た
男
の
子
は
、

「
お
母
さ
ん
の
処

へ
帰

り
た

い
よ
」
と
言

っ
て
、
ワ
ア
ー
ワ
ア
ー
鳴
く
わ
け
で
す
。
こ
う

い
う
話
は
ど
こ
に
だ

っ

て
腐
る
ほ
ど
あ

っ
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

日
本
列
島
は
皆
、
漂
流
者
で
し
た
。
今
で
は
、
渡
来
人
と
か
渡
来
系
と

い
う
言
葉
で
呼

び
ま
す
が
。
こ
の
こ
と
は
崇
神
天
皇
紀
を
見
る
と
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
崇
神
天
皇
が
入

っ

て
来
た
時
は
、
四
方
は
全
部
ち
が
う
部
族
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
言
葉
が
わ
か
ら
な

い
か

ら
翻
訳
し
た
と
書

い
て
あ
る
の
で
す
。

「
日
本
と

い
う
国
に
は
、
流
れ

つ
い
た
あ
ら
ゆ
る

部
族
達
が
ひ
し
め
い
て
い
た
。
そ
こ
に
天
皇
家
が
割
り
込
ん
で
来
た
」
と
先
生
は
言
う

の

で
す
。
こ
う

い
う
こ
と
を
言

い
ま
す
と
、
神
社
庁
か
ら
嫌
わ
れ
る
そ
う
で
す
が
、
本
当
は

そ
う
だ
と
思

い
ま
す
。

「
天
皇
さ
ん
は
後
か
ら
割
り
込
ん
で
来
た
人
で
す
か
ら
、
ま
わ
り

が
皆
敵
だ

っ
た
。
だ
か
ら
、
び
く
び
く
し
て
お

つ
た
の
で
あ
り
ま
す
」
と
講
義
で
話
し
て

(4)
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工写

常
識
み

掛
”

療
入

マ
と

い
う

の
は
く

っ
つ
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
一詰
曲

「
海
人
」
と

い
う
曲
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
に
は
海
の
中

へ
入

っ
て
タ

マ
を
拾

っ
て
、
見
え
な

い
よ
う
に
持

っ
て
こ
よ
う
と
し

て
、
お
乳
の
下
を
掻
き
切

っ
て
タ

マ
を
押
し
込
め
る
と

い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う

よ
う
に
タ

マ
と
海
と
は
常
に
く

っ
つ
い
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
タ
マ
は
ど
う

い
う
タ

マ
か

と

い
う
と
、
常
世
の
永
久

の
魂
、
時
間
が
な
く
な
る
よ
う
な
魂
で
す
。
言

っ
て
み
れ
ば
不

老
長
寿
、
そ
う

で
つ
も

の
を
願

っ
た
魂
で
す
。
そ
う

い
う
タ
マ
は
必
ず
拾
う
も

の
だ
と
思

い
込
ん
で
、
海
に
行

っ
て
貝
を
拾
う
わ
け
で
す
。

人
間
が
作

っ
た
神

こ
の
よ
う
に

「物
の
考
え
方
、
そ
し
て
魂
の
信
仰
を
ず

っ
と
し
て
き
た
け
れ
ど
、
そ
れ
で

は
何
が
何
だ
か
わ
か
ら
な

い
。
目
に
見
え
る
も

の
が
欲
し
い
と

い
う
こ
と
で
、
神
を
考
え

出
し
た
の
だ
」
と
先
生
は
言

っ
て
い
る
。

先
生
は
諏
訪
で

「
お
ん
柱
」

の
講
演
を
な
さ

っ
た
時
、

「
人
間
の
作

っ
た
神
で
す
か
ら

ま
る
ま
る
嘘
で
は
信
仰
が
で
き
な

い
」
と
言
う

の
で
す
。

私
は
、
と
て
も
不
思
議
な
言
葉
だ
と
思
う
ん
で
す
。
人
間
の
作

っ
た
神
で
あ
る
か
ら
、

ま
る
ま
る
嘘
で
す

っ
て
い
う

の
が
普
通
な
ん
だ
け
ど
、

「嘘
で
は
信
仰
が
で
き
な

い
か
ら

嘘
じ
ゃ
あ
な

い
」

っ
て
言
う
ん
で
す
。
人
間
の
作

っ
た
神
様
と

い
う
も
の
が
あ
る
か
ら
信

仰
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
神
様
と

い
う

の
は
人
間
な
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

全
部
人
間
の
形
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
外
国
の
神
様
は
外
国
の
顔
を
し
て
ま
し
て
、
日

本
の
神
様
は
日
本
の
顔
を
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
多
分
、
人
間
が
作

っ
た
も
の
で
あ
る
に

相
違
な

い
と
思
う

の
で
す
。

話
が
脇
に
そ
れ
ま
す
が
、
こ
の
間
、

『
人
類
を
創
成
し
た
宇
宙
人
』

（ゼ
カ
リ
ア

・
シ

ツ
チ
ン
著
　
徳
間
書
店
刊
）
と

い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。

ホ
モ
サ
ピ

エ
ン
ス
と

い
う
今
の
人
間
の
祖
先
の
新
人
は
非
常
に
唐
突
に
現
れ
た
。
突
然
、

(3)



な
い
と
本
が
焼
け
て
し
ま
う
の
で
も

っ
た
い
な
い
」
と
言
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、

「
そ
れ
は
ま

だ
読
ん
で
い
な
い
か
ら
、
疎
開
さ
れ
る
と
困
る
ね
ん
」
と
、

「
で
も
焼
け
て
し
ま
う
よ
り

は
い
い
で
し
ょ
う
」
と
言

っ
た
ら
、
あ
る
時

「
そ
れ
で
は
読
み
ま
す
」
と
言

っ
て
、
向
こ

う
鉢
巻
き
で
幾
日
も
眠
ら
な
い
で
全
部
読
ん
で
お
ぼ
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

つ
な

げ
て
、
先
生
の
論
文
を
読
み
ま
す
と
色
ん
な
こ
と
が
脈
絡
も
な
く
出
て
き
ま
す
。
本
人
の

中
で
は
つ
な
が

っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
が
、
私
ど
も
が
読
む
と

つ
な
が

っ
て
こ
な
い
。
意

味
が
分
か
ら
な
い
の
で
す
。

先
生
が
本
当
に
言
い
た
か

っ
た
こ
と
を
皆
さ
ん
に
お
話
し
す
る
こ
と
が
私
の
使
命
と
し

て
、
肝
に
銘
じ
て
残
生
を
生
き
て
い
こ
う
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
の
神

今
日
は
、

「
日
本
の
神
々
」
と
い
う
こ
と
で
折
口
先
生
の
考
え
方
を
皆
さ
ん
に
少
し
ず

つ
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
神
様
と
い
う
の
は
、
折
口
信
夫
に
よ
り
ま
す
と
、
倫
理
と
か
道
徳
と
は
い
っ
さ

い
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
「た
だ
猛
烈
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
神
と
す
る
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。

で
す
か
ら
先
生
が
神
と
い
っ
て
い
る
人
は
、
武
烈
天
皇
だ
と
か
雄
略
天
皇
の
よ
う
に
大
殺

人
を
し
た
よ
う
な
残
虐
な
人
を
想
定
し
て
い
る
の
で
す
。　
一
方
で
、
雄
略
天
皇
は
非
常
に

涙
も
ろ
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
や
さ
し
く
、
嫉
妬
深
く
、
頭
も
い
い
激
烈
な
人
物
で
し
た
。

そ
う
い
う
も
の
を
合
わ
せ
持

っ
た
人
を
神
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
日
本
の
神
様
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
い
い
こ
と
を
し
て
下
さ
ら
な
い
。
み

ん
な
崇
り
神
で
す
。
気
に
入
ら
な
い
こ
と
を
す
る
と
崇
る
と
い
う
神
様
で
す
。

そ
う
い
う
点
で
は
、
外
国
人
が
日
本

へ
来
ま
す
と

「
日
本
の
信
仰
は
悪
魔
の
信
仰
だ
」

と
言
う
そ
う
で
す
。
外
国
で
は
、
悪
魔
は
も
の
を
あ
げ
る
と
何
で
も
願
い
を
叶
え
て
く
れ

て
、
し
か
も
、
崇
る
と
い
う
も
の
な
ん
だ
そ
う
で
す
。
外
国
の
神
様
は
た
だ
慈
悲
深
く
て
、

や
さ
し
く
て
導

い
て
く
れ
ま
す
。

日
本
の
神
様
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
多
榊
教
で
、
神
と
い
う
も
の
は
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
ど
う
し
て
日
本
は
多
神
教
で
、
外
国
は

一
神
教
な
の
か
。　
一
神
教
の
に
お

い
の
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
な
が
ら
、
や
は
り
日
本
は
多
神
教
で
す
。

タ
マ
信
仰

そ
の
日
本
の
神
で
す
が
、
折
口
先
生
は
神
を
信
仰
す
る
以
前
の
姿
を
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
タ
マ
の
信
仰
で
す
。
タ
マ
を
以
前
は
カ
ヒ
と
い
っ
て
い
た
。
中
に
ど
う
や
つ
て

入

っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
神
秘
な
の
も
の
が
入

っ
て
い
る
。
こ
れ
が
物
実

（も

の
ざ
ね
）
で
す
。
中
が
洞
に
な

っ
て
い
る
。
空
洞

（う

つ
ろ
）
の
中
に
現

（う

つ
）
が
入

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
貝
の
中
に
物
実
と
い
う
も
の
が
入

っ
て
そ
れ
を
尊
ん
だ
と
い
う
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
蚕
の
さ
な
ぎ
で
も
そ
う
で
す
。
非
常
に
不
思
議
な
も
の
で
す
。
ま
ゆ
を
さ

な
ぎ
と
い
う
。
銅
鐸
の
こ
と
も

「
さ
な
さ
」
と
言
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
中
に
物
実
が

入

っ
て
固
く
閉
じ
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
あ
る
時
、
蝶
に
な

っ
て
出
て
き
て
、
ヒ
ヒ
ル
に

な

っ
て
飛
ん
で
行
く
わ
け
で
す
。
大
変
不
思
議
な
も
の
だ

っ
た
の
で
す
。
カ
イ
を
信
仰
し

て
、
虫
の
さ
な
ぎ
を
腰
に
つ
け
て
カ
ラ
カ
ラ
と
鳴
ら
し
た
の
で
す
。
カ
イ
は
玉
で
あ
る
。

カ
イ
と
魂
。
魂
は
霊
で
あ
る
。
物
実
の
物
は

「も
の
の
け
」
の
も
の
。

「も
の
」
と
い
う

霊
魂
は
物
部
氏
が
扱

っ
た
。
玉
は
魂
で
モ
ノ
で
す
。

魂
の
信
仰
、
貝
の
信
仰
は
ず

っ
と
残

っ
て
い
ま
す
。
浜
辺
に
行
く
と
必
ず
石
を
拾
う
。

タ
マ
を
拾
い
に
出
た
と
い
う
。
古
今
集
、
新
古
今
集
に
そ
ん
な
歌
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

海
の
彼
方
の
常
世
の
国
か
ら
、
常
世
の
魂
を
持

っ
た
貝
が
流
れ
つ
い
て
来
る
。
そ
れ
を
持

っ
て
い
る
と
死
な
な
い
と
か
、
彼
女
が
わ
た
し
を
忘
れ
な
い
と
か
、
そ
う

い
う
こ
と
を
思

っ
て
タ
マ
を
拾
う
わ
け
で
す
。
タ
マ
、
魂
。
海
と
い
う
と
タ
マ
と
決
ま

っ
て
い
る
ん
で
す
。

昔
の
も
の
を
古
典
で
お
読
み
に
な
る
と
海
が
出
て
き
ま
す
と
必
ず
タ
マ
で
す
。
海
と
タ

つ
々



「折
口
学
に
よ
る
日
本
の
神
々
」

折
口
信
夫
と
私

「
歴
史
と
文
化
の
街
」
津
山
に
呼
ん
で
い
た
だ

い
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
は
折
口
信

夫
の
最
後
の
弟
子
で
あ
り
ま
す
。
折
口
信
夫
は
昭
和
二
十
八
年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
六
十

人
才
で
し
た
。
そ
の
時
、
私
は
二
十
八
才
で
、
ち
ょ
う
ど
四
十
歳
年
が
違

い
ま
し
た
。
先

生
は
男
の
人
し
か
近
付
け
な

い
人
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
私
だ
け
は
近
付

い
て
し
ま

い
ま

し
た
。
晩
年
書
か
れ
た

『
お
と
め
ご
の
歌
』
は
ほ
と
ん
ど
私
の
こ
と
を
歌

っ
た
歌
で
す
。

大
変
詩
情
豊
か
に
、

モ
不
ル
ギ
ー
を
掻
き
立
て
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
昨
晩
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
連
続
ド
ラ
マ

『と
う
り

ゃ
ん
せ
』
を
ご
覧
に
な

っ
た
方
も

い
ら

っ
し
ゃ
る
か
と
思

い

ま
す
。
老

い
た
絵
書
き
さ
ん
が
、
十
七
才
の
女

の
子
を
大
変
可
愛
が

っ
て
い
ま
し
た
。

あ
れ
を
見
ま
し
た
ら
、

「あ
あ
折
日
先
生
は
た
ぶ
ん
、
私
を
あ
ん
な
ふ
う
に
可
愛
か

っ

た
の
か
な
あ
」
と
思

い
ま
し
た
。

折
口
先
生
の
側
に
行
く
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
私
が
十
七
、
人
の
頃
で
し
た
。
ド
ラ
マ
の

よ
う
に
、
先
生
は
私
の
こ
と
を
抱
き
寄
せ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
さ
い
ま
せ
ん
で
し

た
け
ど
、
私
を
見
る
と
し
き
り
に
も

の
が
書
き
た
く
な
る
よ
う
で
し
た
。

つ
ま
り
、
絵
書

き
さ
ん
が

「絵
書
き
と

い
う
も

の
は
、
と
て
も
業
の
深

い
も
の
で
、
書
き
た
い
と
思
う
も

の
が
あ
る
と
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
書

い
て
し
ま
う
」
と
言

っ
て
い
ま
し
た
が
、
先
生

も
そ
う

い
う
人
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
私
も
肉
体
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
誰
に
も
ま
し
て
密
接
な
関

係
を
持

っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
五
年
間
は
ほ
と
ん
ど
死
ん

穂

積

生

＋秋

だ
よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
ま
だ
命
が
あ
り
ま
し
た
も

の
で
す
か
ら
、
折
日
信
夫
の
読
み
に
く

い
論
文

・

学
説
な
ど
を
た
く
さ
ん
の
方
々
に
知

っ
て
も
ら

い
た

い
。
是
非
分
か

っ
て
戴
き
た

い
と
発

心
し
、
ず

っ
と
先
生
の
仕
事
を
継
承
し
、
折
口
信
夫
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
今
日
ま
で
生

き
て
き
ま
し
た
。

私
も
七
十
才
、
剣
が
峰
の
と
こ
ろ

へ
き
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
先
は
た

い
し
た
仕
事
は
で

き
な

い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
折
口
信
夫
と

い
う
人
は
ど
う

い
う
人
だ

っ
た
の
か
、
ど

う

い
う
考
え
方
を
持

っ
て
い
た
の
か
と

い
う
こ
と
ぐ
ら
い
は
お
話
し
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思

っ
て
、
今
日
、
皆
様
の
前
に
立

っ
て
お
り
ま
す
。

折
口
信
夫
と

い
う
人
は
夢
み
た

い
な
こ
と
を
言
う
。
幻
覚
を
持

っ
て
い
る
。
そ
ん
な
ふ

う
に
言
わ
れ
る
ん
で
す
。
け
れ
ど
実
は
、
あ
ん
な
リ
ア
リ
ス
ト
は
い
な
か

っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
古
代

の
日
本
は
、
ど
う
な

っ
て
い
た
か
と

い
う
こ
と
を
自
分
の
日
で
確

か
め
、
ど
こ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
い
て
触
れ
て
見
な
け
れ
ば
気
が
す
ま
な
い
人
で
し
た
。

ま
た
、
も
う

一
つ
は
非
常
に
頭
の
い
い
方
だ

っ
た
と
思

い
ま
す
。
子
供
の
時
に
万
葉
集

を
全
部
暗
記
し
て
お
り
ま
し
た
。
数
字
に
つ
い
て
は
乱
雑
な
人
で
し
た
。
講
義
の
時
で
も
、

小
さ
な
メ
モ
を
持

っ
て
話
を
す
る
ん
で
す
。
私
ど
も
み
た
い
に
本
を
積
ん
だ
り
、
書
類
を

持

っ
て
歩
く
と

い
う
こ
と
の
な

い
人
で
、
た

い
て
い
の
も
の
は
読
む
と
暗
記
し
て
し
ま

っ

た
よ
う
で
す
。

戦
争

の
時
、
お
弟
子
さ
ん
が
中
国
の
文
献
で
何
十
冊
と

い
う
全
集
を

「信
州

へ
疎
開
し

(1)
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